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郡山遺跡の発掘調査事業は、昭和55年の国庫補助事業による確認調査を開始して以来31年

目となりました。平成18年 7月 に「仙台郡山官衛遺跡群 郡山官衛遺跡 郡山廃寺跡」とし

て国史弥に指定され、今後の歴史公園を中心とした街づくりに大きな一歩を踏み出している

ところです。31年のながきにわたり、発掘調査の継続が出来ましたのも遺跡の究明にご助言

をいただいた先学の諸氏や、地元の地権者の皆様からのご協力があったからと感じておりま

す。

本年度は水道管埋設に伴う郡山遺跡の調査と郡山遺跡との関連が考えられる大野田官衛遺

跡の調査、さらに、聖ウルスラ学院英智における校舎建設に関連し、法領塚古墳の追加調査

を実施し、それらの成果を本書にまとめました。郡山遺跡の調査では、第152次調査で検出

したものと同一の可能性がある I期官衛の材木列を確認し、大野田官衛遺跡では官行の東辺

の区画溝を確認しました。法領塚古墳では新たに羨道と前庭部を確認し、全長が直径約55m

の円墳であったということが分かりました。それぞれ解明に進展があったものと考えており

ます。

これまでの調査成果が遺跡保護と整備に活かされ、さらに活用される資料となるよう努め

てまいります。今後とも皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書の刊行に際しまして、ご指導、ご協力くださ

いました皆様、また 3月 11日 の大震災以降、刊行までご努力下さいました方々に深く感謝申

し上げる次第です。

平成23年 3月

仙台市教育委員会

教育長 青 沼 一 民



例 言

1 本書は国庫補助事業による市内遺跡調査のうち、大野田官衛遺跡の範囲確認調査、法領塚古墳の発掘調査報告

と、市道上の工事に関連した郡山遺跡の発掘調査報告書である。

2.本概報は調査速報を目的としている。執筆は以下のように分担した。

第 1章 佐藤正弥

第2章 長島栄一、熊谷敏哉

第 3章  I～Ⅳ…森田賢司、佐藤正弥  V… 及川謙作

第4章  I～Ⅲ…森田賢司  Ⅳ一大久保弥生  V…森田賢司、大久保弥生

第 5章 森田賢司

遺物写真撮影は猪狩俊哉が、遺物観察表、遺構註記表の作成は森田賢司、熊谷彼哉が、図版作成は森田賢司、

佐藤正弥、熊谷彼哉が、編集は森田賢司が行った。

3.本書の内容は既に公開されている「平成22年度宮城県遺跡調査成果発表会発表要旨」、「第37回古代城柵官衛遺

跡検討会資料集」に優先する。

4.本書を作成するにあたり、下記の方に種々の御教示を頂いた。記して感謝の意を表します (敬称略)

松井一明

5。 本調査に係わる出土遺物、実測図、写真などの遺物は仙台市教育委員会が保管している。

凡 例

1.平面図に示した座標系について、第 2章の図は任意に設定した (X=0、 Y=0)を通る磁北線 (1984年頃の偏角

で、真北から6° 44′ 7″西傾)を基準にしたものであり、第3章の図は平面直角座標系X(旧測地系 )、 第 4章の図

は世界測地系である。

2.文中および図中の方位は真北を基準としている。但し、第 2章の図のみ磁北を示す。

3.遺構の略称は次のとおりである。遺構番号は郡山遺跡、大野田官衛遺跡が遺跡全体の通しで、法領塚古墳は発

見順である。但し、ピットは除く。

SA:柱列  SB:掘立柱建物跡  SD:溝跡  SK:土坑  SX:性格不明遺構  P:ピ ット

4.遺物の略号は次のとおりである。登録番号は郡山遺跡、大野田官衛遺跡が遺跡全体の通しで、法領塚古墳は発

見順である。

A:縄文土器     B:弥 生土器     C:土 師器 (非ロクロ調整) D:土 師器 (ロ クロ調整)

E:須恵器      F:丸 瓦       G:平 瓦          I:陶 器

Ka:剥片石器    Kc:礫 石器     Nal鉄 製品

5。 土色については「新版標準土色帖」 1/1ヽ山・竹原1989)を 使用した。

6.表中の ( )が付いた数字は図上復元した推定値である。

7.本書中の地形図は、国土地理院発行の1125000「 仙台東南部」、「仙台東北部」と1110000「 長町」、「西多賀」

の一部を使用している。

8,本文中の「灰白色火山灰」は県内で広域に分布する「灰白色火山灰」 (山田・庄子1980)と 同義である。この

火山灰は現在「十和田a火山灰 (To一 a)」 (大池1972)と 推定されており、降下年代は西暦915年 とされている (町

田・新井1992、 小口2003な ど)。

9,出土した鉄製品、剥片の重量計測にはタニタ社製のスーパーミニ1220を用いた。
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第 1章 はじめに
I.郡山遺跡・仙台平野の遺跡群の調査体制

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 文化財課長 吉岡恭平

整備活用係 係長 長島栄一、主査 木村浩二、主任 熊谷智顕、主事 森田賢司、

文化財教諭 工藤慶次郎、文化財教諭 佐藤正弥、文化財教諭 熊谷敏哉

調査調整係 主幹兼係長 佐藤甲二、主査 荒井格、主査 平間亮輔、主事 廣瀬真理子、

主事 大久保弥生、主事 猪狩俊哉、主事 及川謙作、文化財教諭 吉野信、

文化財教諭 鈴木健弘

調査担当職員 ○郡山遺跡 荒井格、廣瀬真理子、鈴木健弘

○大野田官衛遺跡 森田賢司、佐藤正弥、熊谷彼哉、平間亮輔、及川謙作

○法領塚古墳 木村浩二、森田賢司、荒井格、猪狩俊哉

発掘調査、整理作業を適正に実施するため、「郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導員会」を設置し、指導
。助言

を受けた。

委員長 今泉隆雄 (東北大学文学部名誉教授 古代史)、 副委員長 進藤秋輝 (前東北歴史博物館館長 考古学)

委 員 岡田茂弘 (国立歴史民俗博物館名誉教授 考古学)、 桑原滋郎 (多賀城市文化財保護委員会会長 考古学)、

須藤 隆 (東北大学文学部名誉教授 考古学)、 宮本長二郎 (別府大学非常勤教授 建築学)、

渡部育子 (秋田大学教育文化学部教授 古代史)

六反田遺跡 7F-1区、法領塚古墳の発掘調査では次の方からも指導・助言を受けており、感謝申し上げる。

東北大学埋蔵文化財調査室 藤沢 敦、東北学院大学文学部教授 辻 秀人

さらに、鉄製品のX線写真撮影にあたり、東北歴史博物館より御協力を得たことを感謝申し上げる。

また発掘調査にあたり、富沢駅周辺区画整理事業地内の地権者と聖ウルスラ学院より協力を得たことを付記する。

Ⅱ.調査計画と実績
1.調査計画

平成22年度に計画された本書掲載の調査は、国庫補助事業である「市内遺跡発掘調査」の一部として計画され、郡

山遺跡、大野田官衛遺跡、陸奥国分寺跡を姑象としていた。このうち郡山遺跡については、個人住宅の建築に対応し

た調査である。郡山遺跡では第 5次 5ヶ 年計画終了後に、平成17年度から補足調査を実施してきたが、平成20年度か

ら郡山遺跡の南西1.5kmに ある大野田官行遺跡で、郡山遺跡Ⅱ期官衛と関連すると考えられる官衛跡が発見された。

その範囲と性格究明が急務となったため、昨年度に引き続き郡山遺跡の補足調査を休上して調査計画を立案した。

さらに平成18年度以降実施していた陸奥国分寺跡の整備計画策定のための調査計画を立案した。今年度の内容につ

いては平成22年 3月 5日 に開催された郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会において審議がなされ、了承を得

ている。

発掘調査総経費は37,7535,000円、国庫補助金額18,876,000円の予算で計画し、当初は大野田官衛遺跡発掘調査に

10,539,670円 、陸奥国分寺跡発掘調査に2,899,240円 、郡山遺跡の個人住宅対応に4,158,760円 、「仙台平野の遺跡群」

として郡山遺跡以外の市域全体の個人住宅対応に7,430,000円 、仙台城跡に12,726,000円 とした。これによって、本

書の掲載に関わる発掘調査の実施計画を以下のように立案した。

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間 調査原因

郡山遺跡 官衛中′ふ部など5箇所 200r置 4月 ～ 2月 個人住宅建築

大野田官衡遺跡 官衝区画溝東辺 1_000r正 4月 ～ 3月 範囲確認調査

陸奥国分寺跡 陸奥国分寺跡束辺、寺域北部 100r∬ 9月 ～10月 範囲確認調査

表 1 平成22年度発掘調査計画



2.調査実績
郡山遺跡については、開発に伴う事前調査として3箇所、個人住宅の建築等で 1箇所の調査を実施した。なお、

店舗建築に伴う第200次調査は仙台市文化財調査報告書第391集で報告している。また、水道管理設工事に伴う第

203次調査は官行中心部での調査であるため、これまでの調査の関連から報告は本書で扱った。

大野田官衛遺跡については、当初 4箇所の調査を予定していたが、土地区画整理事業の進捗状況から1箇所をは

ずし、a、 b、 dの 3調査区を設定した。なお、d区については、以下の報告ではc区 と呼称する。また、土地区画整

理事業に伴う六反田遺跡7F-1区の調査で、事業地外に調査区を拡張する必要が生じた。大野田官衛遺跡との関連

を考慮する上で重要な地点でもあることから、大野田官衛遺跡の追加調査として調査区 (7F-1区 )の拡張を行った。

上記の予定した発掘調査とは別に、年度途中で法領塚古墳石室前面での緊急の遺構確認調査が必要となった。そ

のため陸奥国分寺跡の調査計画を変更し、法領塚古墳の調査を実施した。

表 2 平成22年度発掘調査実績

国道 4号線
仙台バイパス

郡山遺跡
(仙台郡山官衡遺跡群・郡山官衡遺跡・郡山廃寺跡)

大野田官衛遺跡 六反田遺跡
南仙台

仙

台

湾

遺跡名・調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応

郡山遺跡 第200次 Ⅱ期官衡北西部 ，ｍ 10月 12日 ～12月 10日 店舗建築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡 第201次 Ⅱ期官衡外南西部 22.4rだ 6月 21日 ～ 6月 23日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡 第202次 遺跡範囲南西端 106コ正 8月 9日～ 8月 10日 児童館建築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡 第203次 南方官衛東地区 601� 8月 17日 ～ 8月 26日 水道管理設 開発に伴う事前調査

大野田官衡遺跡
官衛区画溝東辺 257ri 5月 21日 ～10月 1日 範囲確認調査

郡山遺跡ほか調査
六反田遺跡 27rゞ 8月 31日 本■0月 1日 追加調査

法領塚古墳 第2次 石室前庭部 ２ｍ 10月 18日 ～11月 20日 校舎建築 郡山遺跡ほか調査

第 1図 調査遺跡位置図



第 2章 郡山遺跡第203次発掘調査
I.調査にいたる経過と調査方法

第203次調査は水道管埋設工事に伴う調査である。平成22年 8月 16日 付で、仙台市太白区郡山 3丁 目4-4、 4

-5における「埋蔵文化財の発掘の届出について」が提出され、それに基づき調査を実施した。

調査地点は方四町Ⅱ期官行の中央よりやや東側である。調査は平成22年 8月 17日 に埋設工事に伴って行い、調査

区は南北69m× 東西 lmに設定した。すでに市道上となっており、埋設管もあることから、重機で掘削時に遺構が

検出された場合のみ、平面及び壁断面で確認することとした。水道管埋設のため、掘削深度は調査区の東側が浅く、

西側が深くなっている。精査した結果、調査区中央付近で遺構を検出した。 8月 26日 に調査を終了した。

「
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第 2図 郡山遺跡全体図



を′
77

ー

ll l

Ｆ
，
，
，
‐
ｔ
β
凸
「

　
７７

十ド
炊
偶十‐，Ч

一一

＝

・

Ｌ
　
一　
　
　
一

一　
　
　
三

踊
即
ｙ

一
 CL

I「 ~― ―
|

!

卜三==
|

十 N140

・′0♂

・イ0,

1122
ケ
徒
智
剰
ン

ト 卿

同

[

IE
|

|

第 3図 第203次調査区位置図 (S=1/1000)

々
SA2055

盛 土

I

詔 1順
SA2055

SD2233 SD2234

層位 色 調 土  質 備 考

基本層

I 日耕作土

圧 10YR3/3暗褐色 粘土質 ル ト 部分的な堆積

10YR3/4暗褐色 粘土質 褐色シル トの粒を少量含む

Ⅳ 10YR4/4掲色 粘土質シルト

SA2055

1 10YR3れ 暗褐色 粘土質シル ト 抜取溝堆積土 黒褐色シル トの粒～ブロック,庚化物粒をそれぞれ少量含む
2 10YR4た褐色 粘土質シル ト l■掘方運土 黒褐色シルトの粒～プロックを少量含む
3 10YR3/3暗 褐色 粘土質ンル ト l■掘方埋土 黄褐色シルトの粒を極少量含む
4 10YR4/44B色 粘土質シル ト 柱掘方埋土 黒褐色シル トの粒を少量含む

SD2232 よ F5Y2/1黒 色 粘土質シルト

SD2233 1 10Y3/1オ リーブ黒色 粘土 10Y3/2オ リープ黒色の粘土質シル トを少量含む

SD2234 I ;Y3/1オ リーブ黒色 粘土 10Y3/2オ リーブ黒色の粘土質シル トを少量含む粘土ブロックを多量含む

第 4図 調査区平・断面図 (S=1/50)
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第 5図 出土遺物 (S=1/3)

Ⅱ.基本層序
調査地点には盛土が30～60cm堆積 している。盛土以下の基本層は4層確認した。 I層 は旧耕作上であり、Ⅱ層

は暗褐色の粘土質シルト層である。Ⅱ層は部分的に確認され、この上面が遺構検出面である。Ⅲ層は暗褐色の粘土

質ンルト層で、褐色シルトの粒を少量含んでおり、Ⅳ層は褐色の粘土質シルト層である。

Ⅲ.遺構と遺物
今回の調査では材木列 1条、溝跡 3条が検出された。

SA2055本オ木列

調査区中央付近で検出された。壁断面の観察及び周囲の調査成果から、材木列の布掘り状の抜取溝と掘方と判断

される。抜取溝の検出長は約56cmで、上端幅約76cmである。掘方の検出長は南北方向で約60cmである。上幅は

抜取溝に壊されているため不明である。雄積土及び埋土は4層確認され、第 1層は粘土質シルト層であり、抜取溝

の堆積上である。第 2層は褐色の粘土質シルト層、第 3層は暗褐色の粘土質シルト層で、第 4層 は褐色の粘土質シ

ルト層である。第 2～ 4層は掘方埋土である。

SD2232清跡

調査区中央やや西側で検出された。南北方向に延びる溝跡である。検出長約50cm、 上端幅は約30cmである。堆

積土は黒色の粘土質シルト層が 1層確認された。

No 登録No 遺構  層位 法量 (cm)

ユ I層 非ロクロ土師器・郭 器高415cm 日径 14 9cm
牛面 :国縁部ヨコナデ 体部ヘラケズリ 内面 :日縁部ヨコナデ、ヘラミガキ、ナデ 体部ナデ 黒色処理
胎土 :砂粒、鉱物多量

2 B537 [層 須恵器・長頸壼 隊部径 (残存 gb)11 9cm 牛面:ロクロナデ 回転ヘラケズリ 1酬 ISにぷい掲 あ17/1灰白 内面:ロクロナデ 10h47741こぷい賞澄 胎土:砂池、石莫、自件を少量含む
}536 巌土 須恵器・霊 (口 aE19 9cm) Ⅲ面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ→ヘラナデ 胎土 :砂粒、鉱物



SD2233溝跡

調査区中央付近で検出された。南北方向に延びる溝跡である。検出長約50cm、 上端幅は約50cmである。堆積土

はオリーブ黒色の粘土層が 1層確認された。重複関係としては、sD2234溝跡より新しい。

SD2234溝跡

調査区中央で検出された。南北方向に延びる溝跡である。検出長は約58cm、 上端幅は約88cmである。堆積土は

オリーブ黒色の粘上が 1層確認された。重複関係としては、sD2233溝跡より旧い。

出土遺物については、盛土から須恵器のE‐536奏 (第 5図 3)が 1点、 I層から非ロクロ土師器のC‐1019郭 (第
5図 1)、 須恵器のE-537長頸重 (第 5図 2)がそれぞれ 1点出土した。盛土から出土した須恵器のE-536奏は口縁
部片である。外反する日縁を持つが、日唇部が肥厚したり、下方に張り出したりしておらず、特徴的な形態である。

また、焼成はあまり良好でない。非ロクロ土師器のC-1019邦は内面黒色処理されており、日縁部と体部の境に段を

有し、内湾気味に立ち上がる器形である。また、底部の器厚が7.5mmと 厚いことが特徴的である。須恵器のE-537

長頚壼は底面に直径約 5cmの 円形の剥離痕跡があり、台が付いていたと考えられる。また、色調がにぶい褐色を

呈しており、焼成が良好でない。その他、遺構から遺物は出土していない。

Ⅳ。まとめ

今回調査地点は、方四町Ⅱ期官行の中央よりやや東側に位置する。調査の結果、調査区中央付近で材木列、調査

区中央～西側にかけての間で溝跡 3条 を検出した。今回調査地点の南 7mの第152次発掘調査ではSA2055材木列が
検出され、抜取溝底面において材木列の掘方とそれに伴う柱痕跡を検出している。方向は‖38° ‐Eで、調査区内の

商部で抜取溝の一部を検出していることから、調査区を横断し外へ延びていると考えられる。

今回の調査で検出した材木列は遺構の掘り込みを行っていないため詳細は不明だが、第152次発掘調査で検出し

たSA2055材木列の延長線上にあり、同一の遺構と考えられる。

SA2055材木列の時期については、第152次発掘調査において、北西 5mを 平行して延びるSA2060材木列が検出

されている。SA2055材木列とSA2060材 木列は近接しており、材木塀が同時期に存在していたとは考えにくいこと

から、 I期官衛期内の別時期と考えられる。また、 I期官行期に使われていたと考えられている道路跡、あるいは

柴垣と見られるSD2070、 2075溝跡も検出されており、両溝間の距離と同値でSA2060材木列がSD2075溝跡と平行

している。よって、SA2060材木列が官行内の道路と平行した塀の跡であると考えられる。官行東辺部の状況につ

いては、第178次発掘調査によって、これら材木列の外側にSD2150溝跡があり、それぞれ関連していたことが考え

られる。詳細にわたる整理はついていないが、この地区の調査を積み重ねることによって、検討される状況を目指

していきたい。

写真 l SA2055材 木列検出状況 (南から) 写真 2 SD2233・ SD2234清跡検出状況 (東から)



第 3章 大野田官衡遺跡
I.調査概要

1.調査計画

大野田官衛遺跡は平成21年度に遺跡登録され、官衛の年代、機能を明らかにするために範囲確認調査を進めてい

る。平成21年度の調査では、富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査と併せ、区画溝の西辺が検出されたこと

により、官行の範囲が南北245～ 259m、 東西188～ 198mであることが明らかとなった。今年度は、官行の区画溝に

ついて東辺の様オロを把握するため、その想定ライン上に2a、 2b、 2c区の 3調査区を設定した (第 7図、註)。

また、土地区画整理事業に伴う六反田遺跡7F-1区の調査において、木棺墓が検出され、その東端部が事業地外に

延びている状態であった。大野田官衛遺跡周辺地域における、官衛と前後する時期も含めた土地利用のあり方を考

慮する上で、木棺墓の全容解明が重要であることから、国庫補助事業による範囲確認調査の追加調査として、木棺

墓の東端部を拡張して調査を行った。

なお、2a、 2b、 2c区における区画溝の東辺の様相や、7F-1区 における木棺墓の様相が明らかとなったことから、

9月 1日 に報道発表を行い、 9月 4日 に遺跡見学会を開催した。木棺墓については、その後さらに調査が進むにつ

れ、新たな様相が判明してきたことから、再度H月 10日 に報道発表を行い、H月 13日 に遺跡見学会を開催している。

ll_y機 随 緻 与ぶ 測 ‖桂賜 齊 |トウ

第 6図 大野田官衛遺跡と重複する遺跡群 (S=1/10000)



2.調査方法

調査計画に準じて、2a区 を5月 21日 より、2b区 を7月 1日 より、2c区を7月 26日 より調査を開始した。この調

査は官衡関連遺構の範囲確認調査であるため、官衛に関連すると考えられた遺構や、性格を把握する必要が生じた

遺構についてのみ、一部掘り下げて調査を行っている。また、小溝状遺構群などの遺構は検出のみに留めている。

各調査区とも、遺構の検出状況に合わせ一部拡張を行っている。

また、土地区画整理事業に伴う六反田遺跡7F-1区の調査は5月 17日 より開始し、拡張部の調査は国庫補助事業の

追加調査として8月 31日 より開始した。この調査では木棺墓の構造の全容解明のため、遺構を完掘している。

3.基本層序

各調査区において基本層の堆積状況は異なっていたが、各地点で対応すると考えられる土層 I～ V層が確認され

た。 I層は旧耕作上であり、各調査区で堆積している。調査区により細分されるが、最上層は現代までの耕作土と

考えられる。Ⅱ層は黒褐色の粘土層であり、2a、 2b区で部分的に確認されている。Ⅲ層はにぶい黄褐色の粘土層

であり、全調査区で確認されたが、部分的な分布状況を示す。しかし、下層のV層上面で検出された溝跡の地積土

上部において、比較的厚く堆積しており、灰白色火山灰がブロック状に含まれることも明瞭に確認できた。Ⅳ層

は暗褐色の粘土層であり、2b、 2c区で部分的に確認された。V層 は褐色の粘土層であり、全調査区で確認された。

遺構はⅢ、Ⅲ、V層上面で検出されている。

註 調査区の表記について、昨年度の国庫補助事業による調査区をla、 lb、 lc―・とし、今年度の調査区を2a、 2b、

2cと する。また、第 7図中に記載されている第 2～ 6次調査の成果については、第 2次調査が第393集、第 3

～6次調査が第395集 に掲載されている。
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Ⅱ。2a区の調査

1.調査概要
2a区は、官行の区画溝東辺の想定ライン上の中央やや北寄りに位置しており、官衛内部を東西に横断するSD57

溝跡と東辺と接続すると想定される地点にあたる。南北10m× 東西10mの範囲の中にL字形の調査区を設定し、重

機により盛土、耕作土を除去し精査を行った。その結果、調査区西半で南】ヒ方向に縦走する道路跡が検出され、西

側の道路側溝の西半が調査区外へ延びている状態であった。そのため、下層の遺構の検出状況も踏まえながら、調

査区西部の拡張を順次行った。遺構は道路側溝や波板状凹凸など道路跡を構成するものについて、一部掘り下げて

調査を行ったほか、調査区西端のSD38溝跡については、下部で別の溝跡が検出されたため、断面検討のためのベ

ルトを残して完掘している。調査は写真撮影、図面作成による記録を行いながら進め、SD38溝跡の下部から検出

された溝跡については、一部掘 り下げて規模、形状を把握した上で調査を終了した。

2.基 本層序

調査地点には盛土が 1～ 1.lmあ り、それより下に I～ Ⅲ、V層が確認された。 I層 は旧水田耕作土であり、土色、
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第 8図  2a区平面図 (S=1/80)



土質によりIa～ Ic層 に細分される。Ⅱ層は黒褐色の粘土層であるが、堆積状況が非常に薄く、調査区東半で部分

的に確認されたのみである。Ⅲ層はにぶい黄褐色の粘土層である。調査区東半で部分的に確認されたほか、調査区

西端でも確認され、SD40溝跡の上部に比較的厚 く堆積している。Ⅲ層中に灰白色火山灰は確認されなかった。Ⅲ

層上面では、SD38、 SD39溝跡が検出されている。V層 は褐色の粘土層であるが、遺構の底面など下部では砂質シ

ルトの割合が多くなる。SD40溝跡や小溝状遺構群などが検出されている。

3.遺構 と遺物
Ⅲ層上面において、溝跡 2条、ピット6基が検出された。また、Ⅲ層が削平されている地点において、V層上面

で溝跡、土坑などが検出されている。Ⅲ層上面で検出された2条の溝跡はV層上面の溝跡と方向、規模が類似する

ことから、これらの遺構と一連のものとして道路跡を構成すると考えられたため、Ⅲ層上面検出遺構の道路跡とし

て報告する。また、道路跡関連遺構とは別に、V層上面において、溝跡 2条、土坑 1基、性格不明遺構 1基、小溝

状遺構群 1群、ピットが検出されている。

(1)Ⅲ層上面検出遺構

道路跡関連遺構

検出された道路跡の関連遺構は、溝跡 4条と波板状凹凸である。ここでは個別の遺構について述べ、遺構の共伴

関係の検討については後述する。

SD36清跡

調査区中央部で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。方向はN-10°―Eであり、規模は上幅 1～ 1,lm、 下幅

10～ 40cm、 深さは45～50cmである。断面形は基本的に、東側がやや深 くなるU字形であるが、調査区南部では東側

の落込みが顕著となり、明瞭な段を有している。堆積土は4層で、第 1層は灰責褐色の粘土質シルト層である。灰

白色火山灰をブロック状に含んでいる。第 2～ 4層 はシルト質粘土層であり、第 3、 4層は基本層のV層をブロッ

ク状に多く含んでいる。出土遺物については、第 2層中より非ロクロ土師器のC-9郭が出土した (第 14図 1)。 内湾

気味に緩やかに立ち上がる器形で、九底気味の底部であり、内面黒色処理されている。その他、遺構上面で内面黒

色処理された土師器郭の河ヽ片が 2点、第 1層中より土師器、縄文土器の河ヽ片が数点、第 2層中より土師器小片が 1点、

第 3層中より内面黒色処理された土師器郭の小片が 2点出土した。遺構の重複関係としては、SD37溝跡より新しい。

SD38浮軸亦

調査区西端で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。方向はN-11° ―Eであり、規模は上幅 1～ 1.4m、 下幅

15～55cmを 測る。深さについては、調査区南部では比較的浅く約40cmであるが、調査区中央付近では急激に落ち

込んでおり、80～90cmである。断面形状についても、調査区南部ではやや不整な逆台形であるが、落込みをもつ

調査区中央以北では段を有し、不整形となる。この落込みは溝の中心から東へ偏っており、深さ30～ 50cmで一度

段を形成してから、ほぼ垂直に落ち込んでいる。堆積土は大別 6層 に区分される。第 1層はシルト質粘土層であり、

土色の違いからla、 lb層 に細分される。第 2層 は灰黄褐色のシルト質粘土層であり、灰白色火山灰と考えられる

シルトを粒状に含んでいる。第 4層 は4a、 4b層 に細分される。4a層 はにぶい黄褐色の粘土層であるが、黒褐色の

粘土などをブロック状に多 く含んでおり、第 1～ 3層が比較的均質な堆積土であるのに対し、明瞭な差異が認め

られる。第 5層は暗褐色の粘土層で、部分的に堆積した上である。第 5層の下部にはSD40溝跡の堆積土が位置し、

土質が類似していることから、SD40溝跡の堆積土が攪拌されたものと考えられる。第 6層は6a、 6b層 に細分され、

6a層は黄褐色の細砂層である。灰黄褐色の粘土をブロック状に含んでいる。6b層 は細砂と粘上の混合層であるが、

他の混入物は6a層に比べて少なく、比較的均質な土層である。出土遺物については、遺構上面より上師器小片 1点、

後期前葉のA-1縄文土器 (同図2)を含む縄文土器片 2点が出土した。その他、第 1層 より土器小片 1点、第 2層



より土器小片数点、剥片 1点、第 3層 より上器小片数点、4a層より土師器小片 3点、須恵器の高台付郭の底部片 1

点が出土した (註 1)。 遺構の重複関係としては、sD39溝跡より新しい。

SD37溝跡

調査区中央で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。方向はN-15°―Eであり、調査区北端で東に屈曲する。

上幅はSD36溝跡により削平された残存部では60～ 90cmであるが、削平を比較的受けていない、東に屈曲した部分

では1.2mで ある。下幅35～ 40cm、 深さ約50cm、 断面形は逆台形を呈する。堆積土は 3層で、第 1、 2層 は黒褐色

のシル ト質粘土層である。第 3層 は色調の異なる粘土の混合層であり、しまりも上層と比べ弱 く、明瞭に区分さ

れる。出土遺物については、第 1層 よりNa-1鉄製品 (写真図版1-9)、 第 3層 よリロクロ土師器のD-4邦 (第 14図 3)

が出土した。Na-1鉄製品は残存長8.3cm、 幅 2cmの細長い形状を呈しており、刀子、或いは鎌などの刃部と考えら

れる。その他、遺構上面より上師器小片 2点、第 1層 より土師器小片 3点、第 3層 より土器小片 2点が出土してい

る。遺構の重複関係はSD36溝跡より旧い。

SD39溝跡

調査区西端で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。大半がSD38溝跡と重複しており、調査区中央以北

では完全に削平されている。上幅等の規模、断面形状は不明であり、深さは約30cmである。堆積土は2層確認さ

れている。出土遺物については、第 1層 よリロクロ土師器郭の回縁部片 1点、土器小片 2点、第 2層 より土師器小

片が 2点出土している。遺構の重複関係はSD38溝跡より旧い。

波板状凹凸

調査区中央のSD36、 SD37溝跡と調査区西端のSD38、 SD39溝跡の間で検出された、平面形が不整形の土坑、ピッ

ト群である。いずれも砂と粘土の混合層で、しまりのある土層である。土質、土色によりA～Cの 3群に大別され

た (第 8図 )。 波板状凹凸Aは黒褐色の粘土質シルトと暗褐色の細砂の混合層である。ピットによって、粘土質シ

ルトと細砂の割合が異なっている。波板状凹凸Bは灰黄褐色のシルト質砂層である。波板状凹凸Cは、土色が暗褐

色で波板状凹凸Aと類似しているが、堆積土中に粘土の割合が大きいこと、周囲の遺構との重複関係からAと は区

分した。この 3種の重複関係は波板状凹凸Aが最も新 しく、波板状凹凸Cが最も旧い。また、各大別群内でも重複

関係が認められる。波板状凹凸A、 Bについて、数基ずつ掘 り下げて調査しており、以下に個別に報告する。

SK43土坑 (波板状凹凸A)

調査区南端で検出された、不整形な土坑である。上幅が東西50cm、 南北60cm、 下幅が東西南北とも30cm、 深

さ約15cmであり、断面形は逆台形を呈する。堆積土は 2層で、第 1層 は砂粒を含む粘土質シルト層、第 2層 は粘

土層である。遺構底面において、上面に被熱痕跡の認められる礫が出土した。遺構の重複関係はSD37溝跡より新

しヤヽ。

Pl(波板状凹凸A)

調査区】ヒ部で検出され、東西50cm、 南北70cmの不整形を呈する。深さ約15cmで、断面形は扁平なU字形である

が、底面には凹凸が認められる。堆積土は 1層である。

P2(波板状凹凸A)

調査区耳ヒ部でピット1の南隣で検出され、東西南北とも約60cmの不整形を呈する。深さ約10cmで、断面形は不

整形であり、底面には凹凸が認められる。堆積土は 1層であり、土器小片が数点出土している。遺構の重複関係は

SD37溝跡より新しい。

P3(波板状凹凸B)

調査区中央部で検出され、東西80cm、 南北60cmの不整形を呈する。深さ約10cmで、断面形は浅い皿状である。

堆積土は 1層であり、土師器郭の小片が 1点出土したほか、底面中央部で礫が 1点出土した。遺構の重複関係は



SD37溝跡より新しヤヽ。

P4(波板状凹凸B)

調査区南部で検出され、長軸約2.2m、 短軸約1.lmの不整形を呈する。深さは10～20cm、 断面形は皿状であるが、

底面に緩やかな凹凸が認められ、北端が一段と深 くなる。堆積土は 1層であり、底面では南部で礫が数個出土した

ほか、北部で須恵器のE-5奏が出土した (第 14図 4)。 日縁部破片であり、日唇部は外面が下方に突出しているほか、

内面にも突帯が認められる。その他、ロタロ土師器必の口縁部片 1点 と土器小片が数点出土した。遺構の重複関係

はSD37溝跡より新しヤヽ。

その他、波板状凹凸Aの ピットからロクロ土師器、須恵器片が数点出土した。また、波板状凹凸の上面で凹石が

2点出土している (同図 5、 6)。 両者とも、表裏両面の中央部に断面V字状の深い凹みを複数有している。

その他の遺構

P8 調査区西端中央部で検出され、長軸45cm、 短軸25cmの不整形を呈する。深さは約 8cm、 断面形は扁平な蒲

鉾形で、堆積土は 1層である。

P9 調査区西端中央部、ピット8の南隣で検出され、長軸90cm、 短軸30cmの東西に細長い不整形を呈する。深さ

は4～ 10cm、 底面はやや凹凸があり、東部が一段深 くなる。断面形は不整形で、堆積土は 1層である。遺構の重

複関係としては、SD38溝跡より旧い。

ピット9の さらに南側において、東西に細長い不整形のピットが4基検出されている。これらの堆積土は全てシ

ルト質粘土層 1層である。

また、Ⅲ層中よリロクロ土師器など土器片が数点出土している。

(2)V層上面検出遺構

SD40清跡

調査区西端で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。方向はN-2° ―Wであるが、調査区南端で西へ屈曲し

ている。規模は上幅1.1～ 1.35m、 下幅30～ 40cm、 深さ60～70cmであり、断面形は逆台形を呈する。堆積土は4層

で、第 1層が黒褐色、第 2～ 4層が暗褐色のシルト質粘土層である。第 2、 4層は褐色の砂質シルトをブロック状

に多く含んでいる。この褐色の砂質シルトは基本層のV層由来のものと考えられ、第 4層の方に、より多く含まれ

ている。出土遺物は、第 1層 よリロクロ土師器必の日縁部片 1点 と土器小片 1点、第 2層 より頁岩製の微細な剥片

1点、第 4層 より非ロクロ土師器のC-13甕が出土している。これは体部の小片であるが、縦方向のハケメが認めら

れる。遺構の重複関係としては、SK62土坑より旧い。

SK62 L坑

調査区西端で検出され、残存長で東西約35cm、 南北約50cmの方形を呈する土坑である。東部はSD38溝跡が深く

落ち込んだことにより、完全に削平されている。深さは10cm以上であり、堆積土は 2層確認されている。第 1層

は黒褐色の粘土層であり、直径15cmほ どの範囲で柱状に落ち込んで堆積している。第 2層は暗褐色のシルト質粘

土層である。遺構の重複関係としては、SD40溝跡より新しい。

SX44性格不明遺構

調査区北端で検出された遺構である。SD36、 SD37溝跡や波板状凹凸によって遺構の大半が失われており、規模、

形状は不明であるが、北西から南東方向へ斜走する溝状を呈していた可能性が考えられる。堆積土は暗褐色のシル

ト質粘土層 1層である。
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層位 色 調 土  質 偏 考

基本層

25GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土 旧水田層

b 〕5Y4泡 暗灰黄色 シル ト質粘土 旧水日層、酸化鉄多量

Ic ど5Y5//3 黄褐色 シル ト質粘土 旧水田層、酸化鉄が帯状に集積、マンガン粒多量

10Y貶 /2 黒掲色 粘土 マンガン粒多量

10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 駿化鉄やや多量、マンガン粒少量

V 10YR4/4 褐色 粘土 駿化鉄やや多量、マンガン粒多量

度板A 1
10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 両者の混合、しまりが強い、炭化物プロック微量、酸化鉄多量、一部ににぶい黄橙色

(10YR6/3)シ ルト粒を含む10YR3れ  暗褐色 細砂

度抑 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト質砂 しまりが強い、黒褐色 (10YR3/2)粘 土粒やや多量

SK43
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 段化鉄多量、マンガン粒やや多量、砂粒を含む

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 駿化鉄粒、マンガン粒少量

10YRγ4 暗褐色 砂質シル ト しまりが強い、にぶい黄褐色 (10YR7/3)細 砂を含む
;X44 10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 マンガン粒多量、黄褐色 (10YR5/6)粘 土質シルト粒少量
SD41 10YR4/3 にぶい責褐色 ンルト質粘土 娑化鉄多量、マンガン粒少量
卜溝4み 1 10YR3/4 暗褐色 粘上 マンガン粒、 V層ブロック多量
卜溝4歩2 10YR2/3 黒掲色 粘土 段化鉄粒少量、マンガン粒多量、灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト質粘土プロックやや多量
卜溝4多3 10YR3/4 暗褐色 粘土 酸化鉄地少量、マンガン粒、灰黄褐色 (10Y融/2)シル ト質粘土ブロック多量
卜薄 4歩4 10YR3/2 黒褐色 粘土 酸化鉄粒少量、マンガン粒、灰黄褐色 (10YR4/2)シルト質粘土プロック多量
卜澪 4歩5 10YR3/4 階褐色 シル ト質粘土 マンガン粒、灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト質粘土プロック多量
卜溝 4歩6 10YR2/3 黒褐色 ンル ト質粘土 マンガン粒多量

第11図 2a区断面図 1(S=1/50)
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層位 色 調 上  質 備 考

SD36

10YR5/2 灰黄掲色 粘土質シルト 天白色 (10YR8/2)シル トブロックやや多量、黒褐色 (10YR2/2)粘土ブロック、マンガン粒多量

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質粘土 険化鉄少量、マンガン粒多量、炭化物プロック、V層ブロック、灰自色 (10YR8ρ)シルト粒微量

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト質粘土 後化鉄やや多量、マンガン粒、にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 土ブロック少量、V層プロック多量

4 10Yttν 3 にぶい黄褐色 シルト質粘土 マンガン粒微量、V層 ブロックやや多量、にぶい黄橙色 (10YR7/3)シ ルト泣少量

SD37

l 10YRν 2 黒褐色 シルト質粘土 竣化鉄粒少量、マンガン粒やや多量、黒色 (10Y彫/1)粘土ブロックが上部に多量

2 10YR3/2 黒褐色 シル ト質粘土 駿化鉄やや多量、灰黄褐色 (lCIYR4泡 )粘土質シルトプロック多量、にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘土質シルトプロック少量

3
10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土

色調の異なる粘土プロックの混合、しまりが上層より弱い、酸化鉄少量
10YR2泡  黒掲色

SD38

10YR73 1こ ぶい黄褐色 シル ト質粘土 酸化鉄、マンガン粒多量

10Y離/2 灰黄褐色 シル ト質粘土 駿化鉄、マ ンガン粒多畳

2 10YR4//2 灰黄褐色 シルト質粘土 駿化鉄、マンガン粒多量、にぶい黄橙色 (10YR″2)シ ルト粒微量、黒褐色 (10YR3/2)粘土プロックを含む

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 炭化物微量、酸化鉄、マンガン粒やや多量、灰黄褐色 (10YR6/2)砂質シルトブロック少量

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 黒褐色 (10YR2泡 )粘土プロック、にぶい黄褐色 (10YR5/4)の 粘土と砂の混合プロック多量、酸化鉄プロックやや多量、マンガン粒少量

4b 10YR3/3 暗褐色 粘土 酸化鉄粒、マンガン粒やや多量、にぶい黄褐色 (10YR5/4)細 砂プロックを下部に含む

10YR3/3 暗褐色 粘土 マンガン粒少量

10YR5/6 黄褐色 細砂 司色の粘土粒多量、 しまりが弱い、酸化鉄粒、マンガン粒、灰黄褐色 (10YR4/2)粘 土ブロック少量

6b 10YR5お  黄褐色 細秒、粘土 土質の異なるブロックの混合、酸化鉄粒微量、マンガン粒やや多通

,D39
l 10YR2/3 黒褐色 シルト質粘上 マンガン粒少量、褐色 (10YR4/6)砂質シル ト粒微最

2 10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 褐色 (10YR4/4)粘土質シルトプロック極多量

お 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト質粘土 細砂をやや多量に含む、酸化鉄粒、マンガン粒少量

10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト質粘土 酸化鉄粒やや多量、マンガン粒極多量、黒掲色 (10YR2/3)シ ル ト質粘土プロック少量

10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 マンガン粒少量

ЮYR3れ 暗褐色 粘土質ンル ト え化物粒、酸化鉄粒、黄褐色シルト粒微量

第 12図 2a区断面図 2(S=1/50)

17



Y=4.132km

|

K′
11.00m

-10.00m

|

(

ノ

/

IX-19&270km~
砕

SD38

X=-198 275km

R  SK62  R′
――引   2      トーー9.50m

lSK624かし

辞1000m
ベル ト

m20

0                            2m

SD38

層位 色   調 土  質 備 考

,D40

1 10YR2洛 黒4B色 シルト質粘土 マンガン粒多量、褐色 (10YR4/6)砂 質シル ト粒少量
10YR3/4 暗褐色 シル ト質粘土 炭化物微量、マンガン粒やや多量、褐色 (10YR4/6)砂質シルトプロック多畳

3 10YR3/4 暗褐色 シルト暫粘十 掲色 (10YR4/6)砂質ンルト粒少量
4 10YR3/4 暗褐色 シルト質粘土 炭化物粒微量、褐色 (10YR4/6)砂 質シル トプロック極多量

SK62
l 10YR3/2 黒褐色 粘 土

2 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 V層 プロック微量

第 13図 2attSD40溝跡平・断面図 (S=1/50)



SD41清跡

調査区中央を南北方向に縦断する溝跡である。上幅20～30cmで、深さは 5cm、 方向はN-7°―Eである。断面形は

皿状で、堆積土は 1層である。出土遺物は、上面より土器小片が数点出土している。遺構の重複関係としては、小

溝状遺構群42よ り新しい。

小溝状遺構群42

調査区東半を南北に縦走する溝跡群で、 6条検出された。上幅20～50cmで、方向はN‐5～ 8°‐Eである。遺構の草

複関係としては、SD41溝跡より旧い。また、小溝状遺構群42よ り旧い溝跡が 1条検出されている (第 8図 a)。

P10 調査区南部でSD36溝跡の下部から検出された。南部のみのため、形状は不明である。検出長は長軸20cm、

短軸10cm以上、検出面からの深さは30cm以上である。堆積土は 1層である。

Pll 調査区南西部でSD38溝跡の下部から検出された。検出長は長軸25cm、 短軸25cmの隅丸方形を呈する。深さ

は約8cm、 断面形はU字形で、堆積土は 1層である。

その他の出土遺物としては、V層上面より須恵器のE‐6奏 (同図 7)、 Ka-1剥片 (同図8)が出土している。E-6

奏は日唇部外面が鋭く突出する形態であり、自然釉の痕跡が認められる。Ka-1剥片は頁岩製であり、背面には自然

面が残っている。また、腹面の端部には二次加工が一部施されている。さらに、須恵器の高台付郭の底部片 1点、

奏の破片数点、ロクロ土師器郭の口縁部片 2点、底部片 1点、内面黒色処理された土師器片など土器小片が多数、

珪質凝灰岩製の剥片 1点が出土した。また、SD38溝跡底面のV層 中より縄文土器片が 2点出土している。他の基

本層出土遺物としては、 Ib層より須恵器奏の体部片 1点、土器小片 2点、凹面に布目痕が認められる平瓦 1点、

珪質凝灰岩製の石核 1点が出土したほか、 Ic層 より須恵器奏の体部片 1点、土器片 1点が出土した。

4.ま とめ

Ⅲ層上面検出遺構とした道路跡について、調査区中央部で検出されたSD36溝跡と、調査区西端で検出された

SD38溝跡がほぼ平行して縦走している。この2本の溝跡は平面規模や上層の堆積土が非常に類似している。さら

に、波板状凹凸は2本の溝跡の間にのみ分布しており、調査区東部には分布していない。以上のことから、SD36、

SD38溝跡は同時期のものであり、道路跡の東西側溝として機能していたと考えられる。また、SD36溝跡と重複関

係にあるSD37溝跡についても、SD36溝跡と規模、堆積土、方向が類似しており、同様の機能を持っていたと考え

られる。調査区西端ではSD38溝跡と重複関係にあるSD39溝跡が検出されており、SD37溝跡と対応して道路側溝と

して機能していた可能性がある。このような溝跡の重複関係から、道路跡は少なくとも新旧2時期の段階があった

と想定される。さらに、SD37溝跡が調査区北端で東へ屈曲していることから、旧期の道路跡はT字、或いはL字形

を呈していた可能性が高い。また、SD38溝跡が調査区中央以北で急に深くなることについて、王ノ壇遺跡における

過去の道路跡の調査でも類似した事例が認められる (註 2)。 その調査では、道路の合流点や、側溝が途切れ通路

として機能していたと考えられる地点において、側溝が幅広く、深くなる傾向が指摘されている。今回のSD38溝跡

の場合は調査区以北の様相が明らかでないため、これらと同様の事例とは即断できないが、深く掘り込んだ要因と

してSD40溝跡と重複していることも一因と考えられる。深く掘り込まれる地点は、SD40溝跡と重複する部分であ

り、この落込み部の底面ではSD40溝跡の堆積土は完全に削平され、基本層が検出されている。落込み部が東側に

偏っていることも、SD40溝跡の堆積上の分布がより少ない側を選択して掘り下げたためと考えられる。

また、この新旧 2時期の道路跡と波板状凹凸の詳細な共伴関係は不明であった。波板状凹凸は土質により3群

に大別したが、遺構検出面は全てV層上面であったため、掘り込み面の差異などは識別できなかった。また、掘り

下げて調査を行った波板状凹凸A、 Bの上坑、ピットについて、断面形状などで特徴的な差異は認められていない。

両者とも底面に緩やかな凹凸をもつなど、状況は類似している。波板状凹凸の性格については、道路の造成、補修
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2 A■ つ38上面 縄文土器 '深鉢 不 明 舛面 :渦巻文 胎土 :砂粒 石英少量、自針を含む ワ

3 D望 ロクロ土師器 郭 残存高17cm 底径54cm 外面 :体部 Hク ロナデ→ヘラナデ 底部 :回転糸切 り 胎土 :砂粒 石英 3

4 P4 1層 須恵器 す養 不 明 外面 :ロ クロナデ・波状文 内面 :ロ クロナデ 胎土 :砂粒・石英 。自針少量
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6 Kc3 茂蹴 四凸上面 凹石 残存長13 9cm 幅137cm 重量IBttg 6

7 E6 V層 不明 界面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ 胎土 :砂粒 7

KⅢ l V層 則片 長されIcm ttz7cm 厚さ1 5cm 重量掛6: 腹面 :二次加工 お

Nを 1 SD37・ 1層 決製品 残写長85cm 幅21cm 厚さ1lcm 璽量364P 9

第14図 2a区 出上遺物



写真図版 1 2a区 出土遺物 (縮尺は第14図 と同- 9… S=1/2)



作業の痕跡と考えられているが (註 3)、 土質の差異については、同一時期におけるそれらの作業の中で生じた違

いである可能性も考えられる。以上のことから、今回の土質による大別が、遺構の時期の新旧関係を直接反映して

いる、或いは波板状凹凸の同一群内のものは全て同じ時期のものと判断することは難しいと考えられる。個別の土

坑、ピットではSD37溝跡より新しいものが認められているため、波板状凹凸の一部では時期差があると考えられ

るが、道路側溝と考えられる溝跡との同時性や新旧関係を明らかにすることはできなかった。また波板状凹凸には、

上面や底面で礫が検出されているものがある。大きさは一定でないが、周囲の基本層中に含まれないため、意図的

に混入された可能性も考慮しておきたい。

またⅢ層上面では、SD38溝跡のさらに西側において、ピット8、 9を含め、合計 6基のピットが検出されてい

る (第 10図 )。 これらは、東西に細長い形状を呈することや堆積上が類似することから、一連のものとしてピット

列を形成しているものと考えられる。このようなピット列の検出状況は、過去の道路跡の調査で指摘されている波

板状凹凸の検出状況と類似している。今回は、東側で検出された波板状凹凸と土質が明らかに違うこと、射応する

側溝などの遺構が不明なことから、波板状凹凸とは認識しなかったが、今後周囲の調査を行う場合、注意すべき遺

構である。

SD40溝跡については第 5章で後述するが、官衛の区画溝のほぼ想定ライン上より検出されており、区画溝と考

えられる。また、最下層の第 4層 より出土した非ロクロ土師器のC-13奏は小片であるが、縦方向のハケメが観察さ

れたことにより建物の年代は8世紀代以前と考えられ、これまで想定されている官衛の年代とは矛盾しないもので

ある。但し、詳細な遺構の時期を決定できるような遺物は出土しなかった。

道路跡など他の遺構についても、遺構の時期を比定できる遺物は出土しなかった。

註 1 出土遺物の表記について、「土器片」と記載したものは、細片のため縄文土器、弥生土器、土師器といった

種別が明確に判別できなかった破片である。

註 2 王ノ壇遺跡第 2次調査 (竹田1999、 仙台市教育委員会2000a)

註 3 前述の王ノ壇遺跡第 2次調査において、検出された波板状凹凸について分類した上でその性格について検討

を行っている (仙台市教育委員会2000a)。 そのうち、凹部底面に損圧が加えられているA～ Cグループは道

路構築時の一連の作業痕跡とされている。今回の調査では検出のみに留めたものも多く、詳細な検討はでき

ないが、堆積土がしまりの強い土層であり、上記のものと同様、道路の造成、補修に関わる痕跡と考えられる。



1,調査区全景 (南 から)

2 調査区西部 (南から)

写真図版 2 2a区調査区全景



1.道路跡検出状況 (南から)

2.道路跡調査状況 (南から)

写真図版 3 2a区道路跡
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1 調査区北壁断面 (西部 )

2.SD36。 SD37断面 (L― L′ 南から) 3.SD36・ SD37断面 (M一 M′ 南から)

写真図版 4 道路跡関連遺構断面 1



1.SD36・ SD37断面 (」′―J】とから) 2.SD37断面 (N一 N′ 調査区東壁)

3.SK43断面 (南から) 4. Pl断面 (南から)

6. P3断面 (南から)

写真図版 5 道路跡関連遺構断面 2

5.P2断面 (南から)



1.SD38。 SD39検出状況 (南から)

2.SD38・ 39検出状況 (南から)

3.SD38。 SD39断面 (1′ ―I北東から)

写真図版 6 SD38。 SD39溝跡調査状況 (調査区南西部 )



1.SD38断面 (H― H′ 南から)

2.SK62断面 (南東から)

3,SK62掘下げ後 (南東から)

写真図版7 SD38溝跡 ,SK62土坑



1.SD40調査状況 (調査区北部 南から)

2.SD40検出状況 (南から)

写真図版 8 SD40溝跡 1



SD40検出状況 (南から)

2 SD40屈 曲部 (北東から)

写真図版 9 SD40溝跡 2(調査区南端の屈曲部)



l SD40断面 (Q― Q′ 南から)
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写真図版10 SD40溝 跡 (断面 )



Ⅲ.2b区の調査
1.調査概要
2b区は官衛の区画溝東辺の想定ライン上で、中央やや南寄りに位置しており、西方に約40m離れてSB121総柱建

物跡が検出された地点である。ここに南北 3m× 東西1lmの調査区を設定した。重機により盛土、耕作土を除去し、

精査を行った。その結果、調査区西端で溝弥が検出され、その規模を把握するため、調査区を西へ1.5m拡張した。

調査区東半ではⅢ、Ⅳ層が比較的厚く堆積していたため、Ⅲ層上面で検出された遺構は完掘し、写真撮影と図面作

成を行った後、V層上面での精査を行っている。V層上面で検出された遺構については、その性格を明らかにする

ため一部掘り下げて調査を行い、成果がまとまった時点で写真撮影と図面作成を行った。

2.基本層序

調査地点には盛土が70～ 130cmあ り、それより下に I～ V層が確認された。Ⅱ層はシルト質粘土層であり、調査

区東南部に堆積するほか、北西部で部分的に堆積している。Ⅲ層は粘土質シルト層であり、調査区東部に堆積して

おり、西部では部分的な堆積となっている。また、SD50溝跡の上部では厚く堆積しており、灰白色火山灰がブロッ

ク状に含まれることが確認された。Ⅳ層は粘土質シルト層であり、調査区東部に厚く堆積している。V層 はシルト

質粘土層である。どの基本層も他の調査区と比べ、シルトの割合が多い土層であった。

3.遺構 と遺物
Ⅱ、Ⅲ、V層で遺構が検出された。Ⅱ層上面では溝跡 2条が検出され、Ⅲ層上面では溝跡 4条、小溝状遺構群 1

群、ピット7基、V層上面では溝跡 3条、小溝状遺構群 2群、ピット25基が検出された。

(1)Ⅱ 層上面検出遺構

SD46溝跡

調査区西端でSD47溝跡と並行して検出された、南北方向に縦走する溝跡であり、方向はN-0～ 1°―Eである。土層

の堆積状況から、新旧2時期あることが確認された。遺構の重複関係としては、SX48性格不明遺構より新しい。

SD46a清跡 旧期の溝跡である。上幅0.8～ 1.lm、 下幅35～ 60cm、 深さ40cmで、断面形は逆台形を呈する。堆積
土は2層である。

SD46b溝跡 新期の溝跡であり、旧期よりも幅が狭く、やや深い溝跡である。上幅約50cm、 下幅約20cm、 深さ約
50cmで、断面形はU字形を呈する。堆積土は粘土層が 2層である。

SX48性格不明遺構

SD46溝跡の下部で、溝跡と並行して検出された遺構であり、規模は上幅50～60cm、 下幅10cmである。深さについ

ては、調査区北壁付近では落ち込んでおり90cmであるが、lm南では60cmほ どとなる。断面形はV字形を呈している。

堆積土は大別して 5層に区分される。第 1、 2層がシルト質粘土層であり、以下の第 3～ 5層は上層よりしまりの

弱い粘土層であった。また、第 3、 4b、 5層は部分的な堆積土である。第 1層 より土驀小片が 2点出土している。

SD49溝跡

調査区西部で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。検出長は約1.7mで あり、調査区中央付近から北ヘ

延びており、方向はN‐ 1°‐Wである。上幅40～ 50cm、 下幅20～ 25cm、 深さ15cmで、断面形は扁平なU字形を呈する。

堆積土はシルト質粘土層が 1層である。

(2)Ⅲ層上面検出遺構

SD47溝跡

調査区西端でSD46溝跡と並行して検出された、南北方向に縦走する溝跡であり、方向はN-2～ 3° ―Wである。上



幅70～80cm、 下幅25cm、 深さ50cmで、断面形は不整形な逆台形を呈する。堆積土は 4層で、いずれもシル ト質

粘土層である。堆積土の大半を占める第 1、 2層はSD46溝跡の堆積土と類似しているが、東寄りに堆積する第 3、

4層は黒褐色のシルト質粘土をブロック状に含む特徴がある。第4層 より上器小片が数点出土している。遺構の重

複関係としては、SD50溝跡より新しい。

SD51溝跡

調査区中央部を南北に縦走する溝跡であり、方向はN-2° ―Eである。上幅80～ 90cm、 下幅30～ 60cm、 深さ15～

20cmで、断面形は扁平な蒲鉾形を呈するが、部分的に底面に凹凸が認められる。堆積土は基本的にシルト質砂層

の 1層であり、底面の凹部にのみ、シル ト質粘土層が堆積している。第 1層中には粗砂の集積部が認められる。

小清状遺構群45

調査区南東部で 3条検出された、北西から南東方向へ斜走する溝跡群である。方向はS‐32～ 51° ―Eであり、規模

は上幅20～35cm、 下幅10cm、 深さは 5～ 15cmである。堆積土はいずれも1層で、遺構の上面に堆積するⅡ層よ

りやや明るい黒褐色のシルト質粘土層である。土器小片が数点出土した。遺構の重複関係ではピット2よ り旧い。

(3)V層上面検出遺構

SD50溝跡

調査区西端で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。上幅2.7～ 3.2m、 下幅1.6～ 1.7m、 深さ約■mで、断面

形は逆台形を呈するが、上部で傾斜が緩やかになる。堆積土はシルト質粘土、粘土層が 9層で、第 2層中には粗砂が、

第 3、 5層中には細砂が含まれている。第 6層 は暗褐色のシルト質粘土層、第 7層 は黒褐色の粘土層であり、第 8

層は褐色の砂質シルトをブロック状に非常に多く含む粘土層であった。また、第 9層 は底面東寄りにのみ薄く堆積

する粘土層であり、粘性が非常に強い土層である。また、第 9層中には黒褐色粘土も帯状に堆積している。溝の底

面からはピット4、 5が並んで検出された。いずれも暗褐色のシルト質粘土層が堆積 している。さらに溝の東壁面

からは、ピット6が検出された。これらのピットも含め、溝跡の堆積土から遺物は出土していない。

SD54溝跡

調査区東部で検出された、南北方向に縦走する溝跡である。検出長1.9mで、調査区中央付近から南へ延びており、

方向はN-0～ 1° ―Wである。上幅80cm、 下幅35～ 50cm、 深さ15cmで、断面形は不整形である。堆積土は暗褐色のシ

ルト質粘土層であり、砂粒を含んでいる。遺構の重複関係は、小溝状遺構群52、 53よ り新しい。

小溝状遺構群52

調査区東半で2条検出された、東西方向に横断する溝跡群である。方向はEぃ1～ 3°一Nで、上幅約30cmである。刻ヽ

溝状遺構群52-1の上面より、土器小片が 1点出土している。SD54溝跡より旧く、小溝状遺構群53よ り新しい。

小溝状遺構群53

調査区東半で 6条検出された、南北方向に縦走する溝跡群である。方向はN-0～ 8° ‐Wで、上幅25～ 35cmである。

SD54溝跡、小溝状遺構群52よ り旧い。

遺構外出土遺物としては、 I、 H、 Ⅲ、V層より土器小片が数点ずつ出土している。

4.ま とめ

2b区ではⅡ、Ⅲ、V層において遺構が検出された。遺構の新旧関係について、Ⅲ層で検出された遺構はV層で

検出された遺構より新しい。また、Ш層上面で検出されたSD47溝跡は堆積土の第 3、 4層中に、Ⅱ層と同質の黒

褐色シルト質粘上を含んでいる。そのため、SD47溝跡は本来、 H層上面から掘り込まれ、その後、周囲の土が崩

落して第 3、 4層中に混入した可能性が考えられる。また、時期を判別できる遺物は出土していないため、各遺構

の年代は不明である。V層上面で検出されたSD50溝跡については、2c区のSD60溝跡と併せ、第5章で後述する。
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層位 色 調 土   質 備 考

基本層

25Y5/2 暗灰黄色 粘土 旧水田層、酸化鉄下面に集積

I( 25Y5/3 黄褐色 砂質シル ト 粘土粒少量

Ⅱ 10YR2/2 黒褐色 シル ト質粘土 炭化物粒、黄褐色 (10Y郎/6)シ ル ト粒少量、マンガン粒やや多量

Ⅱ 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 酸化鉄、マンガン粒多量、灰白色 (25Y8/2)シ ルトプロックやや多量 (灰白色火山灰)

Ⅳ 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト マンガン粒多量

V 10YR4/4 褐色 シル ト質粘土 酸化鉄粒少量、マンガン粒やや多量

SD46a
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 酸化鉄、マンガン粒やや多量、灰白色 (25Y8/1)シ ル ト粒少量

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 マンガン粒やや多量、酸化鉄、灰白色 (25Y8/1)シ ルト粒少量

1 ЮYR4/3 にぶい黄褐色 粘土 マンガン粒多量、灰白色 (25Y8/1)シ ルト粒微量

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 唆化鉄やや多量、マンガン粒多屋、灰白色 (25Y8/1)シ ルト紅徴量

,D47

1 [OYR4/2 灰黄褐色 ンル ト質粘土 唆化鉄粒多量、マ ンガン粒やや多量、自色シル ト粒、黒色 (75YR2/1)シル ト質粘土ブロック少量

2 10YR3/2 黒褐色 ンルト質粘土 唆化鉄やや多量、白色シルト粒、黒色 (75YR2/1)シ ルト質粘土ブロック、にぶい黄褐色 (10YR5/3)砂質シルトブロック微量

3 OYR4/3 パい黄褐色 シル ト質粘土 子褐色 (10YR2/3)シ ル ト質粘土プロック多量、褐色 (10YR4れ)粘土質シル トブロック少量

4 OYR4/3 ぶい黄褐色 ンル ト質粘土 黒褐色 (10YR2/3)シ ル ト質粘土ブロック、酸化鉄微量

,X48

1 10YR4/3 にがい黄褐色 粘土 上層より粘性が強い、酸化鉄粒、マンガン粒多量、灰白色 (25Y8/1)シ ルト粒微量

2 10YR5/6 黄褐色 ンル ト質粘土 司色砂質シル トプロック少量、酸化鉄粒、マンガン粒少量

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 上層よりしまりが弱い、酸化鉄粒、明黄褐色 (10YR6/8)砂 質シルトブロック少量、マンガン粒微量

10YR3れ 暗褐色 粘土 しまりが比較的弱い、酸化鉄ブロック、マンガン粒少量、にがい黄褐色(10YR5/4)粘 土質シルト粒やや多畳、明掲色 (75YR5/6)シ ルトブロック微量(焼土か)

10YR4/3 にぶい責褐色 粘土 しまりが比較的弱い、酸化鉄ブロック微量、黄褐色 (10YR5/8)シルト質粘土ブロック極多量、黒褐色 (10YR2/3)粘土ブロック下部に多量

10YR3/4 暗褐色 粘土 しまりが比較的弱い、酸化鉄微量、マンガン泣、黄褐色 (10YR5/6)シ ル トブロック少量

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 マンガン粒、にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 土粒やや多量

2 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 同色の粗砂を含む、炭化物粒、にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 土粒徴量、マンガン粒やや多量

10YR3/3 暗褐色 粘土 〕層より明るい、同色細砂、酸化鉄粒、マンガン粒少量、黒褐色 (10YR2/3)粘 土ブロック微量

4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 上層よりしまりが弱い、酸化鉄やや多量、マンガン粒少量

10YR3/3 暗褐色 粘土 同色細砂、黄褐色 (10YR5/6)砂 質シル トブロック、酸化鉄少量、マンガン粒やや多量

10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 駿化鉄粒少量、マンガン粒やや多量、褐色 (10YR4/6)シ ル ト粒微量

7 10YR2/3 黒褐色 粘土 炭化物粒微量、褐色 (10YR4/4)砂 質シル トブロックが壁際に堆積

8
10YR4/4 褐色 砂質シル ト

両者の混合、マンガン粒少量
10YR3/4 暗褐色 粘土

9
10YR4/4 褐色 粘土

両者の混合、粘性が上層より強い、黒褐色 (10YR3/2)粘 土ブロック多曼、シルトを少量含む
10YR3/4 暗褐色 粘土

SD49 10YR4/2 灰黄褐色 ルト質粘土 酸化鉄粒、マンガン粒少量、Ⅱ層lt微量

SD51
10YR4/4 褐色 シル ト質砂 粗砂が集積、酸化鉄少量、マンガン粒やや多量

10YR5/3 にぶい黄褐色 シル ト質粘土 砂粒、マ ンガン粒少量

小溝5歩よ 10YR2/3 黒掲色 粘土 マンガン粒多量、黄褐色 (10YR5/6)砂 質シルトプロック少量

小溝522 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 酸化鉄微量、マンガン粒多量

小溝53■ 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 マンガン粒、黄褐色 (10YR5/6)砂 質シル トプロックやや多量

/1ヽ溝53‐ 4 10YR3/3 暗褐色 粘土 酸化鉄少量、マンガン粒微量

10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 マンガン粒多量、Ⅱ層ブロック少量

第16図 2b区断面図



1.遺構検出状況 (南から)

2.SD46。 SD47検出状況 (北から)

写婁][コ崩謝l SD46。 SD47渾専i亦



1.SX48検出状況 (南から)

2. SX48調査状況 (南力Ⅲら)

3.SD50調 査状況 (南から)

写真図版12 2b区西部遺構調査状況



1.調査区全景 (南から)

2.SD50断面 (調査区北壁 )

写真図版13 2b区遺構調査状況



Ⅳ。2c区の調査

1.調査概要
2c区は官衛の区画溝東辺の想定ライン上の南部に位置し、西方に約40m離れてSB135側柱建物跡が検出された地

点である。ここに南北12m× 東西10mの調査区を設定し、重機により盛土、耕作土を除去し、精査を行った。その

結果、調査区西端部において溝跡の一部が検出され、調査区南西端を西側へ約 4m拡張して調査を進めた。調査区

東半に分布していたⅣ層は掘り下げ、V層上面で遺構を検出している。遺構についてはその性格を明らかにするた

め、部分的に掘り下げており、成果がまとまった時点で写真撮影、図面作成を行い調査を終了した。
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層位 色 調 土 質 備 考

基本層

Ia 10YRν3 1こ ぶい黄掲色 シル ト質粘土 旧水田層、酸化鉄下面に集積、マンガン粒少量

Ib 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト質粘土 Ia層 よりやや暗く、粘性が強い、酸化鉄粒やや多量、マンガン粒多量

Ic 10YR6/3 にぶい黄橙色 ンルト マンガン粒やや多量、砂粒少量

10YR3/4 暗褐色 粘土 Ⅳ層ブロック極多量

Ⅳ 10YRy4 暗褐色 絡土 Ⅲ層より暗い、マンガン粒多量

V 10YR4/4 褐色 粘土 マンガン粒多量

,D55
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シル ト 酸化鉄粒多量、自色小礫、細砂少量

2 10YR5泡 灰黄掲色 粘土 マンガン粒極多量、細砂少量

3 10YR5泡 灰黄褐色 粘土 粘性が強い、しまりは上層に比べ弱い、マンガン粒多量

,D56 I 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト質粘土 酸化鉄、マンガン粒やや多量

,D57 1 10YR3れ 暗褐色 粘土質シル ト 酸化鉄、マンガン粒多量

,D58
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 ル ト質粘土 酸化鋲粒少量、マンガン粒多量

10YR5/2 灰黄褐色 ンルト質粘土 マンガン粒多量、黄褐色 (10YR5/6)粘 土ブロックを下部に多量に含む

,X59
1 10YR5た  にぶい黄褐色 ンル ト質砂 しまりが非常に強い、酸化鉄少量、マンガン粒やや多量

10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト マンガン粒極多量、粘土やや多量

Jヽ馬61-1 10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト マンガン粒極多量、V層ブロックやや多量、明褐色 (75YR5/6)シルト粒微量

卜溝 61‐ 2 10YR3/3 暗掲色 ンルト質粘土 マンガン粒極多量、V層ブロックやや多量、明褐色 (75YR5/6)シルト粒微量

卜溝61-3 10YR2/3 黒褐色 粘土 マンガン粒極多量、V層プロックやや多量、明褐色 (75YR5/6)シ ルト粒微量

卜溝6■4 10YR3/3 暗褐色 粘土 笑化物粒、 V層 プロック少量、マンガン粒やや多量

卜溝6}5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト え化物プロック微量、 V層 ブロック、マンガン粒やや多量

Jヽ溝616 10YR3/2 黒褐色 粘土 え化物粒、V層ブロック少量、明帽色 (75YR5β )シ ルト粒微量、他より粘性が強い

Jヽ濤617 10YR2/3 黒褐色 粘土 炭化物粒、 V層プロック少量

卜溝618 10YR3れ  暗褐色 シル ト質粘土 炭化物粒、 V層ブロック少量

卜溝61つ 10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 マンガン粒、V層プロック多量

卜灘6110 10YR3/3 暗褐色 粘土 マンガン粒、 V遭 プロック多量

卜構6}11 10YR3れ  暗褐色 シルト質粘土 マンガン粒、 V層粒やや多量

1 10YR4/3 にぶい斎褐色 ンル ト質粘土 炭化物粒、 V層プロツク少量

第18図 2c区断面図



2.基本層序
調査区には盛土が0.5～ lmあ り、その下部に I、 Ⅲ～V層が確認された。 I層 はIa～ Ib層 に細分される。 Ib

層は調査区東部で堆積しており、 Ic層は非常に部分的な堆積状況である。Ⅲ層は調査区東部で部分的に分布して

いたほか、SD60溝跡の堆積土上部で検出された。Ⅳ層は暗褐色の粘土層で、調査区東部のみに分布していた。V

層は褐色の粘土層で、遺構は全てこのV層上面で検出されている。

3.遺構 と遺物
V層上面より溝跡 5条、性格不明遺構 1基、小溝状遺構群 1群、ピットが検出された。

SD60溝跡

調査区西端で検出された、南北方向に縦定する溝跡である。上幅3.5～ 38m、 下幅1.8m、 深さlmで、断面形は逆

台形を呈する。また、調査区南端では中央部に不整形な落込みがあり、段を形成している。この落込み部では深

さ約1.2mである。堆積土は大別して 9層 に区分される。第 1層 はla、 lb層 に細分され、la層 は中央部に堆積する

粘土層であり、lb層 は溝の西側上部に堆積するシルト質粘土層である。la層 中では炭化物、焼土の集中部が検出

された。第 2層 も2a、 2b層 に細分される。2a層 はにぶい黄褐色のシルト質粘土層であるが、部分的な堆積である。

2a、 2b層 とも粗砂を含んでいる。第 3層 は細砂を含む暗褐色の粘土層であるが、にぶい黄橙色のシル トが帯状に

D生
1000m

―――-900m

0                 2mSD60

層位 色    調 土 質 備 考

SD60

la 10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 マンガン粒、にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土粒やや多量

lb 10YR3潟  暗褐色 粘土 マ ンガン粒多量

10YR73 1こ ぶい責褐色 シル ト質粘土 マンガン粒多量、粗砂、暗褐色 (10YR3/3)粘土粒微量

10YR3/3 暗褐色 ンルト質粘土 同色の粗砂を含む、炭化物粒、にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 土粒微量、マンガン粒やや多量

3 10YR73 暗褐色 粘土 細砂、酸化鉄粒、マンガン粒少量、黒褐色 (10YR/3)粘 土ブロック微量、にぶい黄橙色 (10YR6/3)シ ルトを帯状に含む

4 10YR4泡  灰黄掲色 粘土 上層よりしまりが弱い、酸化鉄やや多量、マンガン粒少量

5 10YRy3 暗褐色 粘土 司色細砂、黄掲色 (10YR5/6)砂質シルトブロック、酸化鉄少量、マンガン粒やや多量

6 10YRγ 3 暗褐色 シルト質粘土 験化鉄粒少量、マンガン粒やや多量、褐色 (10YR4/6)シ ルト粒微量

7 10YR2/3 黒褐色 粘土 炭化物泣徴量、褐色 (10YR4/4)砂質シル トプロックが壁際に堆積

10YR4/4 褐色 シルト
部分的な堆積、8b層に比べ、褐色シルトブロックの割合が多い

10YR3/4 暗褐色 粘土

ЮYR4/4 褐色 砂質シル ト
両者の混合、マンガン粒少量

10YR3/4 暗褐色 粘土

10YM/4 褐色 粘土
両者の混合、粘性が上層より強い、黒褐色 (10Y鴎ア2)粘土プロック多量、シルトを少量含む

10YR3/4 暗褐色 粘土

第 19図  SD60溝跡断面図 (S=1/50)
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第20図 2c区出土遺物

堆積している状況が確認された。第 4層 は灰責褐色の粘土層で、しまりが比較的弱い。第 5層は細砂を含む暗褐色

の粘土層であるが、部分的な堆積状況である。第 8層 は褐色のシルトと暗褐色の粘土の混合層であるが、8a、 8b

層に細分される。8a層は溝の西側上部、8b層 は溝跡底面近くに堆積している。第 9層は溝跡底面東部にのみ堆積

する粘土層である。出土遺物については、8b層 より内面黒色処理された郭と考えられる土師器小片が 1点出土し

ている。遺構の重複関係としては、SD58溝跡より旧い。

SD55清跡

調査区西半を南北方向に縦断する溝跡であり、方向は北半でN-2° ―Eであるが、南部ではN-5° ―Wと なる。規模は

上幅1.8～ 2m、 下幅40～ 50cm、 深さ70cmであり、断面形はU字形を呈する。堆積土は 3層で、第 1層 はにぶい黄

褐色の粘土質シルト層、第 2、 3層 は灰黄褐色の粘土層である。第 1層は基本層の Ib層 と非常に類似している。

出土遺物については、第2層 より大堀相馬産陶器の灰釉碗の回縁部片が 1点、第 3層 より在地産の無釉陶器の I_3

奏、土師質土器片 1点が出土している。遺構の重複関係としては、SD57溝跡、SD58溝跡、SX59性格不明遺構より

新しい。

SD56溝跡

調査区中央部で検出された南北方向の溝跡である。検出長約1.5mと 小規模な溝跡であり、上幅25～ 45cm、 下幅

15cm、 深さは13cmで、方向はN‐3°―Wである。断面形はU字形で、堆積土はシルト質粘土層の 1層である。出土遺

物については、内面黒色処理された土師器小片 1点 と土器小片 1点が出土している。遺構の重複関係としては、小

溝状遺構群61よ り新しい。

SD57溝跡

調査区中央部を南北方向に縦断する溝跡で、方向はN-11° _Wである。上幅30～ 40cm、 下幅15～25cmで、深さは

10cmである。断面形はU字形で、堆積土は粘土質シルト層 1層 である。遺構の重複関係としては、SD55溝跡より

旧く、SX59性格不明遺構より新しい。

SD58溝跡

調査区西端を南北方向に縦断する溝跡で、中央部が撹乱により削平されている。上幅80cmで、深さは25cm、 方

向はN-5° ―Wである。断面形は逆台形で、堆積土はシル ト質粘土層が 2層確認された。遺構の重複関係としては、

と柳
2

0                      10cm
S=1/3

2越 最目働日博酵

登2No 法量 (cm) 調整 特徴
1 Ⅳ層 非ロクロ土師器 箋 不 明 外面 :体部ヘラナデ 内面 :体部ヘラナデ 胎土 :砂粒 石英
2 A‐2 ;1‐ 7上面 縄文土器 .深鉢 不 明 /1・面 :RL縄文→沈線→ ミガキ 内面 :ミ ガキ 胎土 :砂泣 石英
3 カクラン 弥生土器 整か壷 不明 外画 :鋸歯文・粘土紐貼付→指頭押圧 胎土 :砂粒 石英



SD55溝跡より旧く、SD60溝跡より新しい。

SX59性格不明遺構

調査区西半に分布する遺構で、溝跡やカクランにより削平されており、形状、規模は不明である。深さは20～

30cmで、堆積土は2層である。第 1層 はにぶい黄褐色のシルト質砂層であり、しまりの強い土層であった。第 2

層はにぶい黄褐色の砂質シルト層であり、基本層のV層 と類似していたが、マンガンが粒状に多量に集積しており、

周囲のV層 と区分された。第 1層 より内面黒色処理された土師器郭の日縁部片と底部片がそれぞれ 1点ずつ出土し

た。遺構の重複関係としては、SD55、 SD57、 SD58溝跡より旧い。

小溝状遺構群61

調査区東半を東西に横断する溝跡群で、11条検出された。上幅20～40cmで、方向はW-1～ 7° ―Nである。出土遺

物については、小溝状遺構群61-7の上面より、縄文後期後葉～末葉のA‐2深鉢 (第20図 2)が出土した。その他、

土器小片 1点が出土している。遺構の重複関係としては、SD56溝跡、SD57溝跡、SX59性格不明遺構より旧い。ま

た、小溝状遺構群61よ り旧い、南北方向に縦走する小規模な溝跡が 2条検出されている。

遺構外出土遺物としては、SD55溝跡の上部に落ち込んで堆積している Ia層 より、大堀相馬産陶器の灰釉碗や朝

顔形灰釉碗、在地産の可能性がある括鉢の小片が出土した。その他、土器小片が 1点出土している。また、層の細

別は不明であるが、 I層中より華南地方産の I-2褐釉壺や、岸窯系の I‐1鉄釉悟鉢など、中近世の陶器片が数点出

土している。Ⅳ層からは、非ロクロ土師器のC-12奏 (同図1)、 C-11奏 をはじめ、多数の土師器片が出土している。

V層上面では、土器小片が 3点出土したのみである。また、撹乱中であるが、B-2弥生土器も出土した (同図 3)。

器厚が 3mmと非常に薄い奏、または広口重の口縁部片である。口縁部ひ肥厚し、やや緩やかな鋸歯文が 1条施さ

れている。また、さらにその下に粘土紐を 1条貼り付け、下方から指で押圧して波状文を形成している。これらの

特徴より、弥生時代後期の天王山式期に比定される。その他、境乱中からは在地産の可能性が考えられる陶器片 2

点、土器片 1点が出土した。

4。 まとめ

調査区西端において、官行の区画溝のほぼ想定ライン上よりSD60溝跡が検出された。SD60溝跡については、2b

区のSD50溝跡と併せ第5章で後述するが、官行の区画溝と想定される。SD60溝跡を含め、今回検出された遺構の

時期を比定できる遺物は出土しておらず、遺構の年代は不明である。またSD55溝跡については、上部にIa層が落

ち込んでいること、堆積土が3層 に区分されるものの、比較的類似した均質な土層であること、第2層から出土し

た大堀相馬産の灰釉碗が18世紀代であることから、近世以降の溝跡と考えられる。
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V.六反田遺跡7F-1区の調査
1.調査概要
六反田遺跡は仙台市太白区の市営地下鉄南北線富沢駅の北東に広がる遺跡であり、魚川と旧魚川に挟まれた標高

約12mの 自然堤防上に立地する。遺跡範囲の東端が大野田官衛遺跡と重複している。今回調査した7F-1区は富沢駅

と大野田官衡遺跡のほぼ中間点に位置する (第21図 )。 富沢駅周辺土地区画整理事業に伴い平成22年 5月 19日 から

調査が行われ、調査面積は2,550だである。7F-1区の南部において、調査区の東壁にかかる形で木棺墓が検出され、

管玉とガラス小玉が数点出土した。遺構の重要性を鑑み、その全容を解明する必要性が高いと判断されたことか

ら、調査区の一部を約27だ拡張した。この拡張区については、国庫補助事業の大野田官衛遺跡調査の追加調査とし

て扱っている。拡張区の調査は8月 31日 より開始し、10月 1日 に調査を終了した。

今回は国庫補助事業が関わるSK9木棺墓について報告を行うが、木棺墓を含め7F-1区から検出された遺構と遺物

については、今後刊行される富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書内にて本報告がなされる予定であ

り、今回は現段階における概報である。

第21図 宮沢駅周辺の遺跡群と調査地点 (六反田遺跡7F‐ 1区)位置図



2,基本層序
調査地点には盛土が70～ 90cmあ り、それより下に基本層であるⅡ～V層が確認された。Ⅱ層はにぶい黄褐色の

粘土質シルト層で、検出範囲は部分的である。Ⅲ層は暗褐色のシルト質粘土層であり、溝跡やピットの一部はこの

Ⅲ層が検出面である。Ⅳ層は黒褐色の粘土質シルト層、V層はにぶい黄褐色の粘土質シルト層で、大半の遺構の検

出面である。

3.遺構 と遺物
六反田遺跡7F-1区からは、北部を中心に平安時代の住居跡や掘立柱建物跡、土坑などが検出され、円面硯や捺紙

が付着した土器片などが出上している。

調査区の南部からは五反田古墳の周溝の一部が検出され、円筒埴輪などが出土したほか、SK9木棺墓が発見され

た。

SK9木棺墓

7F-1区の調査区南東隅から約 6m北の地点に、調査区の東壁にかかる形で検出された。SD16、 SD22溝跡、ピッ

トを重複しており、これらの中で最も旧い遺構である。

掘り下げて調査を進めた結果、木棺が比較的良好な状態で残存していることが明らかとなった。また、木棺以外

にも木質部が複数検出されたほか、袋状掘り込みも発見されている。

堆積土は、木棺墓全体で79層が確認された。第 1～ 13層 は木棺蓋部が腐食して陥没した所に動いた土と、その際

形成された窪みに堆積したと考えられる層である。V層 をブロック状に多く含む暗褐色の粘土質シルト層である。

第14～ 19層 は木棺の埋め上で、大半の層でV層 をブロック状に含んでいるほか、炭化物を粒状に少量含んでいる。

第21～25層は木棺蓋部が腐食した土層、第26～44層は木棺内堆積土、第46層は木構身部が腐食した土層である。第

50層は木棺の下部で検出された、厚さ3～ 5cmのにぶい黄褐色の粘土層である。しまりの強い土層であるため、

棺床粘土の可能性が考えられる。第52～69層は木棺据え方の埋土である。

木棺身部は、検出面から87～ 113cmの深さで、木質部分が腐食した黒い粘土状になっていたため、その規模や形

が判明した。構の全長は3.Om、 横幅は70～80cmで、深さは18～26cmである。掘方の北西側の壁寄りに設置されて

おり、長軸方向は掘方より若千東寄りのN-43° ―Eである。底面が浅い「U」 字形で、長軸の両端が緩やかに上がる

舟形をしていることから、九太を半分に裁ち割った後に、中を今Jり 抜いた舟形木棺と考えられる。

木棺蓋部の痕跡は、木構が検出された高さから木棺の堆積土内にかけて、部分的に確認された。そのうち第23図

のC―C′ は木棺中央部の断面図であるが、木棺の蓋の痕跡が「ハ」字状に残存していたことが確認された。また同

図のB―B′ 、D―D′ では、蓋の南西と北東両端が土圧によって押しつぶされたような状態で確認された。第24図 1は、

その木憎蓋部の痕跡が確認された範囲である。

「下層木質」とは、木棺除去後に、木棺据え方の南西側の木構床面とほぼ同一の高さで、南西端が若干持ち上が

るような形で検出された木質部である。全長は約50cm、 横幅は最大約80cmで、やや歪な三角形を呈している。検

出状況から、本来は木棺身部に接続するように置かれていたと考えられる。反対側の北東側の木棺下層でも同様の

木質の一部が検出されたが、南西側ほどの規模ではなく、一部が突出する程度の大きさである。用途は不明である①

南西側の下層木質のさらに下部からは、ピットが 3基確認された。

掘方埋土からは、木棺身部が検出された高さで、黒く腐食した「棒状木質」が木棺東側で 4ヶ所、西側で lヶ所

検出された。この棒状木質は隣接する大野田古墳群の過去の調査でも同様に検出例があるが (註 1)、 大野田古墳

群のものは掘方の底面で検出されているのに対し、今回検出されたものは木棺の検出面の高さで検出されている点

が異なっている。

棺内からは 1体分の人骨が出土し、頭骨、肋骨、腕骨、指骨、脚骨などが確認された。北東側から順に、頭骨、
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第22図  六反田遺跡7F‐ 1区 V層遺構配置図
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□棒状木質

日木棺据え方

■木棺

調査区基本土層断面図 (S=1/30)

第23図  7F-1区SK9木棺墓遺物出土状況・土層断面 。調査区基本土層断面図



■木棺蓋部

圏木棺身部

に粘土範囲

□木棺据え方

□棒状木質

□ 木檀据え方

・ 茶欅穐象質

1木棺蓋部残存範囲・
袋状掘り込み

3木棺据え方 。木棺下層粘土・ピット

第24図 SK9木棺墓遺構平面図
(1 木棺蓋部残存範囲・袋状掘り込み、
棺下層粘土・ピット、 4 掘方 )

4掘方
       9       1lm

S=1/40

2.木相身部 。下層木質 。棒状木質 。木棺据 え方、 3.木棺据 え方 。木

2.木棺身部・下層木質・
棒状木質・木棺据え方



層位 色 調 土  質 備 考

基本層

Ⅱ 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 酸化鉄粒極めて多量、灰黄褐色 (10YR4泡)粘土質シルトプロック少量、Ⅲ層ブロック少量

10YR3/4 暗褐色 ルト質粘土 褐灰色 (10YR4/1)粘 土質シル トプロック斑状に含む、酸化鉄粒多量、マンガン粒多量、炭化粒微量

Ⅳ 10YR2/2 黒褐色 粘土質シル ト 暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト質粘土ブロック斑状に含む、小礫中量、粗砂中量

V 10YR5/3 にぶい黄褐色 粕土質シル ト 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト質粘土ブロック中量、酸化鉄粒多量、マンガン粒多量

I 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 炭化物粒中量、 V層ブロック少量

2 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト マンガン粒少量、 V層 ブロック少量

3 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト V層 プロック主体、浅黄橙色 (10YR8/3)粘 土粒少畳、明黄褐色 (10Y留/6)粘土粒少量

4 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト V層 プロック 暗褐色 (10YR3/3)粘 土質シル トプロック斑状に含む、明黄褐色 (5YR5/6)粘 土質シル ト粒少量

層位 色 調 土  質 備 考

SK9

1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量、炭化物粒少量 陥没坑堆積土

2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト V層 ブロック中量、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量、炭化物粒少量 陥没坑堆積土

3 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、炭化物粒少量 陥没坑堆積土

4 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト
V層ブロック多量、黒褐色 (10YR3/2)粘 土質シルトプロック中量、

灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量、炭化物粒少量
陥没坑堆積土

5 10YR4/4 褐色 粘土質ンル ト
V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量、

黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シル トプロック少量、炭化物粒少量
陥没坑堆積土

6 10YR4/4 褐色 粘土質シルト
V層 プロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量、

黒褐色 (10YR3/2)粘 土質シル トプロック少量、炭化物粒少量
陥没坑堆積土

7 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土プロック中量、炭化物粒少量 陥没坑堆積土

8 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック少量、炭化物粒少畳 陥没坑堆積土

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量 陥没坑堆積土

10YR4/4 褐色 粘土質ンル ト V層ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック少量 陥没坑堆積土

10YR76 褐色 粘土質シル ト 均一層 陥没坑堆積土

10YR76 褐色 粘土質シル ト 灰黄褐色 (10YR6/2)粘 土粒中量、明褐色 (75YR5/6)砂質粒少量 陥没坑堆積土

10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト 黒褐色粘土プロック (10Y R2/3)多 量、明赤褐色 (75YR5/8)砂質粒中量 陥没坑堆積士

10YR3/4 暗褐色 粘土質ンルト
V層 ブロック中量、黒掲色 (10YR3/2)粘 土質シル トプロック中量、炭化物粒少量、

浅黄橙色 (10YR8れ)粘土粒少量
木棺埋め土

10YR3/4 Π音褐色 粘土質シル ト
黒褐色 (10YR3/2)粘 土質シル トプロック主体、 V層プロック中量、炭化物粒少量、

にぶい浅黄橙色 (10YR6/3)粘 土ブロック少量
飛棺埋め土

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 黒褐色 (10YR3/2)粘 土質シルトブロック主体、V層ブロック少畳 木棺埋め土

10YRク 4 褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック少量、炭化物粒少量 木棺埋め土

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト
V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量、炭化物粒少量、

黒褐色 (10YR2/3)粘 土質シル トブロック少量
木構理め土

10YR3/4 暗褐色 粘土質ンル ト
V層 ブロック主体、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量、

黒帽色 (10YR2/3)粘 土質ンル トブロック少量
木構埋め土

10YR74 褐色 粘土質シル ト 橙色 (5YR7/8)粘 土質シル ト粒微量 袋状掘 り込み

10YR3/1 黒褐色 ルト質粘土 明責褐色 (10YR6/8)砂 質シル ト粒中量、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量 木棺蓋部

22 10YRン 2 黒褐色 シル ト質粘土 黄褐色 (10YR5/8)砂 質粒少量、明黄褐色 (10YR7/6)粘 土ブロック少量 木棺蓋部

10YR3/1 黒褐色 シル ト質粘土 明黄褐色 (10YR6/8)砂 質粒中量、灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土ブロック中量 木棺蓋部

10YR2/1 黒色 粘土 明赤褐色 (5YR5/8)砂 質粒少量 木構蓋部カ

10YR3/1 黒褐色 シル ト質粘土 V層ブロック主体、炭化物粒少量 木構蓋都

10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト
黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シル トブロック少畳、

明黄褐色 (10YR6/8)砂 質シル ト粒少量
木棺内堆積土

27 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 黒褐色 (10YR2/3)シ ル トブロック中量、橙色 (75YR6/6)砂質粒少量 木棺内堆積土

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 黒褐色 (10YR2/2)粘 土質シル ト粒少量 木棺内堆積土

10YR3/4 暗褐色 粘土質ンル ト
黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シル トブロック少量、

にぶい黄橙色 (10YR″2)粘土ブロック少量
木棺内堆積土

10YRン 4 暗褐色 粘土質ンルト 黒色 (10YR2/1)粘 土プロック少量、灰白色 (10YR8/2)粘 土粒少量 木棺内堆積土

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 褐色 (10YR4/4)粘 土粒中量 木棺内堆積土

10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト 褐色 (10YR4/4)砂 質ブロック少量、炭化物粒少量 木構内堆積土

10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 炭化ブロック少量 本憎内堆積±

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 炭化ブロック少量、黄褐色 (10YR5/8)砂 質粒少量 木棺内堆積土

10YR2/1 黒色 粘土質シル ト 褐色 (10YR4/6)粘 土質シル トブロック少量 木棺内堆積土

表 3 土層注記表 1



層位 色 調 土 質 備 考

SK9

10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 掲色 (10YR4れ)シルト質粒少量 木棺内堆積土

10YR〃 2 黒褐色 シル ト質粘土 均一層 木棺内堆積土

10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 曽褐色 (10YR2/3)粘 土粒少量 木棺内堆積土

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト V層 ブロック中量、黒褐色 (10YR3/1)粘 土プロック少量 木棺内堆積土

10YR3/4 暗褐色 粘土質ンル ト 黒褐色 (10YR2/3)粘 土ブロック中量、褐色 (10Y馳/6)砂質粒少量 木棺内堆積土

10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 浅黄橙色 (10YR8μ)粘土質ンル トブロック少量 木棺内堆積土

10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色 (10YR3/2)粘 土ブロック中量、にぶい黄褐色 (10YR5れ)砂質粒中量 木構内lt積土

10YR3れ  暗褐色 粘土質シル ト 浅黄橙色 (10YR8/6)砂 質粒少量 木構内堆積土

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 黒褐色 (10YR3/1)粘 土粒少量 木棺内堆積土

45 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 福色 (10Y馳/6)砂質シルト粒少量 棒状本質

10YR2/1 黒色 粘土 黄褐色 (10YR4/3)砂 質粒少量 木棺身部

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト にぶい黄栓色 (10YRT/4)砂 質粒少量 木棺下層木質

10YR2/1 黒色 粘土
明赤褐色 (5YR5お)砂質粒少量、
明黄褐色 (10Y R76)粘 土質シル トブロック少量

木棺下層木質

49 とOYR3/3 暗褐色 粘土 にぶい黄褐色 (10YR5れ)粘土質シルトブロック少量 木棺下層木質

をOYR4/3 にぶい黄褐色 粘土 暗褐色 (10YR3/4)粘 土斑状に含む、炭化物粒中逗 木槍下層粘土

51 10YRν4 暗褐色 粘土質シル ト V層 ブロック少量、炭化粒少量 木棺下層ビット

10Y馳る 褐色 粘土質シル ト
にぶい黄橙色 (10YR6/3)粘 土プロック少量、

暗褐色 (10YR3/3)粘 土質シルトプロック少量
木権据え方

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色 (10YR4/3)粘 土粒中量、炭化物粒少量 木棺据え方

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 掲色 (10YR4/6)砂 質粒少量 木棺据え方

10YR4/4 褐色 粘土質シルト 黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シル トブロック中量、明黄褐色 (10YR6/6)砂 質粒少量 木棺据え方

10YR3々  暗褐色 砂質ンル ト え化物粒少量 木棺据え方

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンル ト にぶい黄橙色 (10YR6れ)砂質粒斑状に含む、炭化物粒少量 木柏据え方

10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト V層 ブロック斑状に含む、黒褐色 (10YR2/3)粘 土ブロック少量 木棺据え方

10Y酸/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 黒褐色 (10YR2/3)粘 土ブロック中畳、V層ブロック少量 木描据え方

60 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、黒褐色 (10YR2/3)粘 土ブロック中量 木棺据え方

10YR4れ  褐色 粘土質シルト V層 ブロック主体、炭化物粒少量 木棺据え方

62 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト V層 プロック少量、火化物粒少量 木棺据え方

63 10YR3々  暗褐色 粘土質ンル ト V層 ブロック中量、炭化物粒少量 木棺据え方

64 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色 (10YR〃3)粘土質シル トブロック少量 木棺据え方

10YR3た  暗褐色 粘土質シル ト 黒褐色粘土プロック (10Y R3/2)中 量 木棺据え方

10YR4れ  褐色 砂質シル ト v層ブロック少量、黄褐色 (10Y硝/6)砂質粒少量 木棺据え方

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 浅黄橙色 (10YR3/6)砂 質粒少量、炭化物泣少量 木棺据え方

ЮYR4/4 褐色 粘土質シル ト V層 ブロック少量 木棺据え方

10Y則ノ4 褐色 猫土質ンル ト 炭化物粒中量、 V層ブロック少量 木棺据え方

i0 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シルトブロック中量、炭化物粒少量 墓坑掘方

71 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト V層プロック主体、にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 土ブロック中量、炭化物粒少量 墓坑掘方

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色 (10YR5れ)粘土ブロック少量、炭化物粒少量 墓坑掘方

10YR3/4 暗掲色 粘土質シル ト V層ブロック主体、黒褐色 (10YR2/3)粘 土質シルトプロック中量 墓坑掘方

10YMノ4 褐色 粘土質シル ト V層プロック主体、暗褐色 (10YR3/3)粘 土質ンル トプロック中量、炭化物粒少量 墓坑掘方

10YR4/4 褐色 粘土質シル ト V層 プロック主体、炭化物粒少量 墓坑掘方

10YR3れ  暗褐色 粘土質ンル ト にぶい黄橙色 (10YR7/3)粘 土ブロック少量、黒褐色 (10YR2/3)シ ル トブロック少量 墓坑掘方

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、炭化物粒少量 墓坑掘方

10YR74 褐色 砂質シル ト 炭化物粒少量 墓坑掘方

的 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト V層 ブロック主体、にぶい黄褐色 (10YR5れ)粘土ブロック中量、炭化物粒少量 墓坑掘方

表 4 土層注記表 2



肋骨が検出され、中央部では銅鏡の周囲から腕骨、指骨が検出された。さらに、南西側から脚骨が検出されている。

脚骨は両足分 6本が確認されたが、平行に並んだ状態で出土している。

棺内の副葬品は、碧玉製管玉10点 と青色のガラス小玉 8点 (註 2)が、頭骨の北東側からまとまって出土してい

る。管玉は長さが約 2～2,7cm、 直径が約 5～ 9mmで、片面穿孔によって直径0.5～ 2mmの子とが開けられている。

ガラス河ヽ玉は長さが約 3～ 4mmで直径が約 4～ 6mmの大きさである。

その他にも棺内からは、中央部やや南西寄りの地点から銅鏡 1面が出土した。銅鏡は直径が 9cmで、鏡面を上

向きにした状態で出土した。銅鏡の鏡背面の中央には、高さ約 6mm、 最大径約 lcmの鉦孔が設けられている。

鏡背面の一部に繊維状の付着物が確認されたが、詳細については不明である。銅鏡の種類についても、文様が鮮明

でないため現時点では不明である。また、脚骨と肋骨が検出された場所で、それぞれ大きさ約 3cmの石が 1点ずつ、

骨の上から出土した。

木棺墓の掘方北東壁には、直径約30cm、 深さが約45cmの不整円形をした袋状掘り込みが確認され、土師器の壺

の回縁部に、郭が重ねられた状態 (入子)で出土した。奏は日径約16cmで、高さが約27 5cmである。郭は直径が

14.3cmで高さは4.5cm、 九底で体部と口縁部の境に強い綾が形成されて、内面が黒色処理されている。この袋状掘

り込みは、木棺を据えて、ある程度の高さまで土を埋め戻した後、第17層 より上位の面から掘り込まれ、遺物が埋

納されている。

4.ま とめ

今回の調査では、木桔墓が比較的良好な残存状況で発見された。人骨も検出され、玉類や土器、銅鏡などの副葬

品がまとまって発見されており、貴重な発見といえる。

今回発見された木棺墓の年代は、出上したが住社式土器であることから、 6世紀中葉～末葉 (仙台市教育委員会

2010b)と 考えられる。仙台市内で古墳時代の木棺墓が検出されたのは6例 日で、この 6例 は全て大野田古墳群の

周辺地域で発見されている (註 3)。 また、古墳時代の銅鏡が出土した事例は仙台市内では4例 日で、木棺墓から

出土した事例としては初めてである。

大野田1号木棺墓 (仙台市教育委員会2000a)

今回出上した人骨は木棺床面と共に取り上げられており、今後の整理作業によって、人骨と癒着した木棺身部を剥が
せば、玉類等の遺物がさらに出土する可能性がある。

大野田古墳群の周囲では過去の調査で5例の木棺墓が検出されているが、そのうち2例が既に報告されている (仙台
市教育委員会1981、 2000a)。 残りの 3例 についても、今後刊行が予定されてぃる富沢駅周辺土地区画整理事業の発掘
調査報告書内にて報告される予定である。

１

２

註

註

註 3
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(南西から) 4 袋状掘り込み遺物出土状況 (南西から)

6 木棺内土層断面 (南西から)

8 木棺墓完掘状況 (南東から)

写真図版15 SK9木棺墓調査状況

7 木棺内土層断面 (北西から)



2.銅鏡出土状況 (南西から)

1 木棺墓遺物出土状況 (直上から) 3.木棺下層木質検出状況 (北東から)
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4.木相墓内出土遺物 (土師器邪・壼・銅鏡・管玉・ガラス小玉)

写真図版16 SK9木棺墓調査状況と出土遺物



第 4章 法領塚古墳 第 2次調査
I.調査概要

1.調査経過

法領塚古墳は仙台市若林区一本杉町 1-2他に所在する、横穴式石室をもつ円墳である。今回の調査は、平成22

年 7月 26日付で、学校法人聖ウルスラ学院より学校校舎新築工事に伴う「埋蔵文化財の取り扱いについて (協議)」

が提出され、それにより平成22年 8月 17日 から8月 27日 に試掘調査が行われた。その結果、従来考えられていた古

墳の墳丘の範囲が広がる可能性が考えられた。その後、探存に係る協議を経た上で、校舎建築範囲における本発掘

調査を平成22年 10月 12日 から11月 12日 にかけて実施した。以上の一連の調査は開発に伴う調査であるが、試掘調査

において、石室の前方である南側で溝状の落ち込みが検出された。この地点は校舎建築範囲に隣接しており、工事

による削平は免れるものの校舎建築後の調査が困難となる地点であった。遺構は石室の前方で検出されたことか

ら、その性格を把握することが非常に重要であると判断されたため、建築範囲に隣接する墳丘南部について国庫補

助事業として確認調査を行うこととなった。調査は平成22年10月 14日 から11月 20日 にかけて実施している。また、

建築工事に伴う調査の成果と併せ、11月 11日 に報道発表を行い、同時に聖ウルスラ学院英智の生徒に現場を公開し

ている。さらに石室について、昭和45年の調査時に比べ、歪みが生じるなどの変化が認められた。そのため、今回

改めて石室の現況図を作成することとなり、石室内のレーザー測量を平成23年 2月 18日 に行った。

なお、今回の発掘調査の成果により、法領塚古墳の墳丘が従来想定されていた範囲より広がることが判明したた

め、平成23年 1月 に遺跡範囲を拡大訂正して宮城県教育委員会に通知している。

今回の報告は国庫補助事業の調査についての報告であるが、検出された遺構は、南側に隣接する建築工事範囲内

の調査において検出されたものと一体を成す遺構であるため、併せて報告する。また遺物についても、試掘調査時

に出土したものを含めて報告することとする。

2.遺 跡概要

法領塚古墳は」R仙台駅の南東約2.5km、 学校法人聖ウルスラ学院英智中学校、高等学校の敷地内北東隅に位置し

ている。本古墳周辺の土地は伊達家家臣佐々家の屋敷地であったが、明治初年に伊達屋敷に転じ、その後、昭和29

年より聖ウルスラ学院の所有となり、墳丘部が現在まで朱存されるに至っている。

古墳の石室について、東壁の一部の自然崩壊や天丼石落盤の危険性があったため、その修復、補強の必要性から、

昭和45年に石室の実態把握を目的とした調査が行われている (註 1)。 この第 1次調査により、法領塚古墳は墳丘

径約32m、 高さ約 6mの円墳であることや、石室内の詳細な構造が明らかにされた。古墳の築造年代については、

石室の構造や出土遺物から、 7世紀初頭前後から7世紀中葉前後と推定されている。

なお、調査終了後の昭和46年に石室補強工事が行われ、側壁の裏側にコンクリートが注入された。また、今回の

調査時に石室内の現況を第1次調査時の図面、写真等の記録を比較した結果、天丼石や西側壁などには石を充填す

るなどの補強も行われたと考えられる。

(1)地理的環境

遺跡周辺の地形について、西方では奥羽山脈の東麓から派生する青葉山丘陵が延びており、その丘陵を貫流する

形で名取川、広瀬川が東流している。これらの河川の浸食作用により丘陵部では4～ 5段の段丘面が形成され、丘

陵の東方では沖積作用により宮城野海岸平野が形成される。平野部では河川の周囲に自然堤防、後背湿地が発達し

ており、広瀬川と名取川の合流点付近について、広瀬川以北は特に霞目低地と呼ばれている。本遺跡はこの霞目低

地に位置し、広瀬川左岸の標高約12mの 自然堤防上に立地している。



(2)歴史的環境

縄文時代では、本遺跡周辺において遺構は検出されていないが、本遺跡の南東側に広がる南小泉遺跡の中央部で

晩期後半の包含層が確認されている。また、南小泉遺跡に西接する養種園遺跡や、さらに西に位置する保春院前遺

跡でも中期から晩期の土器が出土している。

弥生時代では、中期において、南小泉遺跡東部の霞目飛行場地内で桝形囲式期の合口土器棺が出土したほか、土

器、石器が多量に出土している。養種園遺跡でも同時期と考えられる土器棺墓が検出されている。また、本遺跡の

南約2.5kmの広瀬川対岸に位置する郡山遺跡では、中期中葉以前とされる水田跡が検出されたほか、郡山遺跡に西

接する西台畑遺跡や長町駅東遺跡からは、中期中葉の住居跡、土器構墓、土坑墓が検出されている。

古墳時代では本遺跡を含め、平野部に多くの古墳が築造される。前期の古墳としては、本遺跡の南東約12kmに

遠見塚古墳が築造されており、東北有数の規模である。しかしこの時期には、周辺の遺跡では大規模な集落跡は確

認されておらず、南小泉遺跡で塩釜式期の住居跡が 1軒検出されたのみである。その後、中期前半から南小泉遺跡

では集落が本格的に形成され、多数の竪穴住居跡が検出されている。これらの住居跡では、地床炉をもつものとカ

マ ドを持つものがあり、古墳時代中期が地床炉からカマドヘの移行期にあたることを示している。また、石製模造

品が多数出土したほか、その製作工房と考えられる住居跡も検出されている。さらに、遺跡中心部に近い第16次調

査地点からは鉄津が出土しているが、鉱物組成の分析の結果、原料は中国大陸からの移入品である可能性が指摘さ

れている (註 1)。 また、遠見塚小学校の南に位置する第17次調査地点では、傍製鏡が出土している。古墳時代の

集落内における鏡の出土は市内ではこの 1例のみであり、非常に珍しい事例である。南小泉遺跡では、後期にも継

続的に集落が営まれ続けている。竪穴住居跡の検出数から、中期に比べ集落の規模は縮小する傾向が窺えるほか、

出土遺物についても石製模造品が消滅し、小型手捏ね土器や土玉が出土する傾向が指摘されている。その他、養種

園遺跡でも住居跡が検出されているが、うち1軒が焼失住居であり、出土した土器の器種組成や個体数から、当時

の生活様式を知る上で重要である。一方、中期以降の古墳に関しては、中期前半では古墳は築造されず、 5世紀後

半から6世紀にかけて多数の古墳が築造される。本遺跡の南西約 4kmに位置する大野田地区では、大野田古墳群、

六反田遺跡の範囲に前方後円墳 1基を含む44基の古墳が発見されている。同時期には、西方の丘陵裾部でも古墳が

築造されており、裏町古墳、兜塚古墳、砂押古墳など主要な前方後円墳、円墳が存在する。さらに三神峯古墳群や

原遺跡で小規模な円墳が築造されている。本遺跡周辺では、南方約800mに位置する若林城跡の敷地内で若林城内

古墳が発見され、その規模や出土した円筒埴輪から、上記の古墳と同時期と考えられる。その他詳細は不明である

が、本遺跡の南約250mには蛇塚古墳が、約350mの地点には猫塚古墳がそれぞれ立地している。 6世紀半ば以降に

なると、時期が明らかな古墳の数は減少する。また、大野田古墳群では木構墓が数基検出されている。これらの木

棺墓は残存状況が悪く、遺物が少ないものも認められるが、時期が明らかなものは6世紀代である。一方、丘陵部

では 7世紀初頭から横穴墓が形成され始める。また、名取川右岸の自然堤防上に立地する安久東古墳群において、

横穴式石室をもつ古墳も築造され始める。この古墳群は南方 lkmに位置する清水遺跡と併せ、出土遺物や石室の

構造から、埼玉県北西部や群馬県南部など利根川流域との関連性が指摘されている。 7世紀中葉になると、郡山遺

跡で官行が造営される。 I期、コ期に大別され、 I期は7世紀半ばから7世紀末、Ⅱ期は7世紀末から8世紀初頭

である。また、隣接する西台畑遺跡、長町駅東遺跡からは、関東地方と同様のカマド構造をもつ竪穴住居跡が多数

検出され、関東系土師器も多数出土し、官行造営に携わった人々の集落跡と考えられている。さらにⅡ期官行期に

は、大野田地区で官衛関連の遺構が検出されており、大野田官行遺跡として調査が行われている。この遺跡はその

性格や時期など解明すべき点がまだ多いが、郡山遺跡との関連が考えられる官衛跡である。

奈良時代では、本遺跡の北約700mに陸奥国分寺、その東約500mの地点に陸奥国分尼寺が創建される。国分寺は

その創建瓦が多賀城第Ⅱ期のものと同時期であり、その頃には伽藍の主要部が完成したと考えられている。南小泉



番号 遺跡名 種別 立 地 時代

1 法領塚古墳 円墳 自然堤防 古墳

2 養種園遺跡 集落跡、屋敷跡、包含地 自然堤防 縄文、弥生、古墳、平安、中世、近世

3 蛇塚古墳 円墳 自然堤防 古墳

4 猫塚古墳 円墳 自然堤防 古墳

5 保春院前遺跡 集落跡 自然堤防 古代、中世、近世

6 南小泉遺跡 集落跡、屋敷跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、奈良、平安、中世、近世

7 遠見塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古墳

8 若林城跡 円墳、集落跡、城館跡 自然堤防 古墳、平安、中世、近世

9 陸奥回分寺跡 寺院跡 砂礫地 奈良、平安

陸奥国分尼寺跡 寺院跡 砂礫地 奈良、平安

仙台東郊条里跡 条里跡 後背湿地 奈良、平安

志波遺跡 散布地 自然堤防 奈良、平安

谷地館跡 城館跡 後背湿地 中世

正雲寺遺跡 散布地 段丘 平安

回分寺東遺跡 集落跡 砂礫地 古代、中世、近世

薬師堂束遺跡 集落跡 砂礫地 奈良、平安、中世、近世

第25図 法領塚古墳の位置と周辺の遺跡 (S=1/25000・ 註 3)



遺跡、養種園遺跡、銀春院前遺跡では当該期の集落跡が確認されている。

平安時代では、南小泉遺弥西部から保春院前遺跡、若林城跡北東部にかけて、住居跡が散在的に分布している。

また南小泉遺跡南西部の第6次調査地点では、 9世紀代の住居跡としては異例の大きさをもつ竪穴住居跡が検出さ

れ、墨書土器を含め多数の遺物が出上している。周辺の状況も含め、一般集落とは性格を異にする可能性が指摘さ

れている。

中世では南小泉遺跡において、12世紀後半頃の初現的な屋敷跡が検出され、13世紀には堀を方形に巡らせた屋敷

跡も検出されている。その後、14世紀後半代には巨大な堀と土塁をもつ大規模な館に発展した様子が明らかにされ

ている。またこの時期には、養種園遺跡の第 2次調査地点において土坑墓が多数検出され、庶民の墓と推定されて

いる。15世紀中頃以降は、南小泉遺跡内では城館は検出されておらず、遺物包含層も認められない。一方、養種園

遺跡では15世紀末から17世紀初頭にかけて、大溝で区画された中に掘立柱建物跡や井戸跡などが検出され、当時の

この地域の領主である国分氏の家臣クラスの居住地と推定されている。また、この居住地内からは鍛冶関連の遺構

や遺物が多数見つかっており、金属加工を行った二人集団の存在も指摘されている。さらに、若林城跡における近

年の調査成果により、若林城造営前にも堀が巡らされていたことが一部で明らかになり、今後城館の存在を考える

上で重要な事例である。また陸奥国分寺跡については、最近の調査成果により国分寺東遺跡や薬師堂東遺跡で中世

の遺構、遺物が検出されており、この時期の国分寺のあり方を考える上で重要である。

近世では、1628年 (寛永 5年)に伊達政宗の居城として若林城が完成し、城下町も形成される。1636年 (寛永13

年)に政宗が死去した後、若林城は廃城となり、建築物は仙台城ニノ丸に移築された。若林城跡で検出された建物

跡の構造と二の丸の絵図に描かれた建物跡の構造が一致するなど、発掘調査成果からも移築の事実が証明されてい

る。若林城廃城後、養種園遺跡地内には「御仮屋」、「小泉屋敷」が造営され、堀跡や池跡などが検出されている。

また、保春院前遺跡では鍛冶関連の遺物が相当量出土しており、二人集団の存在が想定されている。一方、陸奥国

分寺跡については政宗により再興され、1607年 (慶長12年)に薬師堂が造営されており、現在に至っている。

3.調査方法
国庫補助事業による調査区は、石室前方部を中心とした校舎建築工事範囲に隣接する部分について、当初は南北

約15m× 東西約21mの範囲に不整形の調査区を設定した (第26図 )。 重機により盛土、撹乱の推積土を除去し、精査

を行った。出土した遺物については適宜、写真、図面による記録を行いながら取り上げている。その後、南北方向

の溝状の落ち込みが石室へ延びることが確認されたため、石室の中軸線を通る南北方向に9mのベルトを設定し、

西半を掘り下げて調査を進めた。玄室内について調査前の段階では、北半で凝灰岩切石が敷き並べられた状態で露

出しており、南半はこの凝灰岩の検出面まで砂層が堆積している状態であった。今回の調査では、この玄室南半の

砂層から石室前方の遺構まで通して掘り下げ、底面の様子や土層断面の観察を行っている。遺構については、当初

設定した調査区内では掘方埋上を除く堆積土を全て掘り上げている。また石室の中軸線を基準とした南北方向のト

レンチでは、遺構の堆積土を掘り上げたほか、底面付近では礫が密集して検出された (第31図 )。 これらの礫は平面

図を作成し、調査終了後には土嚢で保護した上で埋め戻しを行っている。なお、玄室南半や羨道部の底面で検出さ

れた礫については、現況が第 1次調査の図面と一致することを確認している。また、側壁を構成する礫についても、

図面の照合を行っている。その他、今回の図面作成については、基本的に lm× lmの任意のグリッドを設定して

平面図を作成している。また、工事範囲も含めた古墳全体の図面に関しては、測量業者による光波測距機を用いた

測量図とグリッド設定による平面図、第 1次調査の墳丘実測図を合成して作成している。また一連の発掘調査終了

後、石室の現況を図化する必要があると判断し、測量業者に委託して石室のレーザー測量を行った。

なお、以下の文中の「調査区」とは国庫補助事業による調査区だけでなく、南に隣接する建築工事範囲内の調査



区も含めた表記とする。

また遺物の整理作業について、遺物の接合の際には第 1次調査時に出土したものも含めて検討を行っている。第

1次調査出土遺物は、遺物カードを伴って袋にまとめられた状態であった。今回の接合作業で袋ごとのまとまりに

変更が生じるもの、今回図化するために遺物登録番号を新たに付けたものについては、遺物カードを新たに付加し、

ネーミングを追加して整理を行った。

Ⅱ.基本層序
調査地点には盛土が03～ 13mあ り、下部に I～ Ⅳ層が堆積している。 I層 はにぶい黄褐色の砂質シルト層で、

旧耕作土の可能性が考えられる。Ⅱ層は黄褐色の砂質シルト層であるが、褐色の粘土を多く合んでおり、砂質シル

トと互層状に堆積している箇所も認められる。層厚は残存状況の良好な北部で約80cmである。古墳はこのⅡ層上

面で築造されている。Ⅲ層は黒褐色の粘土質シルト層であり、層厚は調査区南部では10cm弱であるが、北部では

約30cmと厚くなる。しまりが強い土層であり、 lcm以下の小礫を含んでいる。Ⅳ層は暗褐色の砂質シルト層であ

るが、地点により黒褐色や褐色を呈する。大小の礫を非常に多く含んでいる。

Ⅲ。発見遺構

今回の調査では、古墳に関わるものとして石室の前庭部と墳丘の一部が検出された。なお、墳丘については建築

工事に伴う調査において比較的良好に確認されている。そのため、墳丘部の調査については仙台市文化財調査報告

書第393集で報告する。その他、溝跡 2条、ピットが検出されている。また出土遺物については、「Ⅳ.出土遺物」

の頂で詳細を述べる。

(1)古墳

墳丘積土

石室の南東部、南西部においてA～ Cの 3層が確認された。A層 は暗褐色の砂質シルトと黄褐色の粘土質シルト

の混合層である。B層は責褐色の砂質シルト層で、比較的均質な層である。C層は褐色の粘土質シルト層であるが、

基本層のⅡ層をブロック状に多く含んでいる。

以上の 3層が確認され、その下部には基本層のⅡ層が厚く堆積している。このような状況から、墳丘構築時には

当時の旧表土を一度削平して整地した後、積土を施して墳丘の築造を行ったと考えられる。

前庭部

石室前方において、南北方向に延びる溝状の落込みとして検出された。撹乱による削平が大きく、中央部では完

全に失われているが、調査区南端で前庭部の西肩と墳丘裾の屈曲部 (第29図a)が検出されており。羨道との境界

(同図b)か ら墳丘裾との部 (a一 b)ま での長さが約122mで ある。下幅は北部で2.8～ 3mで、深さは約90cmである。

前庭部の横断面形については、西側が撹乱で大きく削平されており不明な部分がある。但し、前庭部中央やや北寄

り (第29図B― B′ )では、逆台形に掘り込んだ後、前庭部底面に埋土を積み上げ整形している。また南北方向では、

埋土上面が北から南へ緩やかに傾斜している。

堆積土については、底面に入れられた埋土 (14、 15、 16層 )の上方に大別して13層が確認されている。第 4層は

灰白色火山灰を含んでおり、土色や火山灰の混入状況により4a、 4b層 に細分される。また、前庭部北部では第6

層の下面で20～40cm大の礫が密集して検出されている。

なお、前庭部は撹乱により中央部が完全に削平されたため、北部と南部の堆積土の新旧関係や連続性は不明であっ

た。そのため、南部の堆積土はa～ d層 として記録をとっている。またc、 d層は、墳丘西側の工事範囲内の調査で

検出された周溝内堆積土の第 1、 2層 とそれぞれ姑応している。
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SDl溝跡

前庭部東半でSDl溝跡が検出されている。前庭部北半で検出されており、検出長は約4mである。方向はN-5～ 6°

―Eであり、上幅70～ 90cm、 下幅25～ 30cm、 深さ10～ 15cmで、断面形は浅いU字形を呈している。前庭部南畔では

撹乱により完全に削平されている。堆積土としては、前庭部内の堆積土の第10、 11層が確認されている。第11層は

SDl溝跡内だけでなく、前庭部東部に堆積している土層であり、前庭部全体が埋没する過程でSDl溝跡も埋没した

ことが窺える。

羨道

第 1次調査で「前庭部」とされていた部分である。西半分を掘 り下げて調査したところ、底面で検出された礫が

第 1次調査の図面と一致することを確認した。全長約1.7m、 幅約1.3mである。前庭部とは20cmほ どの比高差があ

り、羨道部の方が高い。南端で急激に落ち込んで段を形成している (第 30図 A― A′ )。 側壁を第 1次調査の図面と

比較したところ、南側上部において、図面には記録の無い礫、図面には記録されているが現況では認められない礫

が確認された。図面に記録の無い礫は、第 1次調査後の補強工事によるものであり、一部ではコンクリートも確認

されている (第28図、註 4)。

玄室

第 1次調査において、奥壁側の北半には凝灰岩の切石が敷かれ、手前側の南半には拳大の円礫が敷かれていたこ

とが明らかにされている。今回の調査では、玄室南半に堆積した砂層について西半を掘り下げて調査し、円礫を検

出している。凝灰岩切石の上面と円礫の検出面の比高差は約20cm弱であり、南半には凝灰岩切石上面と同じ高さ

まで砂層が堆積していた。この砂層は第 1次調査終了後に流入したものである。底面の円礫敷きの範囲には疑灰粒

が多数認められ、第 1次調査の報告と一致している。玄室内の構成は、奥壁から疑灰岩切石部の南端までが2.8m、

その南 3mにわたって円礫敷きの範囲が続いている。そのため、玄室内全体の規模は全長約5。7m、 幅約1.9m、 高さ

は奥壁沿いで約1,9mと なる。玄門部の幅については玄門西石の厚さが約34cmであり、その南に羨道、前庭部が続

くという構成である。第 1次調査の図面と比較した結果、図面に記録の無い部分が西壁で認められた。この部分は

盗掘坑であり、第 1次調査終了後、補強工事によって礫が充填された部分である①

(2)そ の他の遺構

SD2溝跡

調査区南端において、前庭部南部の堆積土c層上面で検出された、北東から南西方向へ斜走する溝跡である。北

部は撹乱で削平されてお り、検出長は約2.3mで ある。方向はN-22° ―Eであり、規模は上幅約80cm、 下幅約20cm、

深さ約40cmで、断面形はU字形を呈している。堆積土は 5層 で、いずれも黒褐色土層であり、シルト質粘土層と

粘土層が交互に堆積している。遺構検出面であるc層 は周溝内堆積土と対応する土層であり、SD2溝跡は墳丘造営

時よりも新しい時期の遺構と考えられる。
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Ⅳ。出土遺物

今回の調査では、石室前庭部を中心として、須恵器を主体とした遺物が多量に出土している。第 1次調査出土遺

物についても今回併せて報告する。

(1)前庭部出土遺物

北部の堆積土の出土遺物としては、第 1層 から須恵器のE-25平瓶が出土している (第33図 1)。 体部片であり、

自然釉がかかっている。第 2層からは内面黒色え理された土師器片 1点、須恵器奏の体部片 2点が出土している。

第 3層からは須恵器のE-35甕 (同図 2)、 E-34奏 (同図 3)が出土している。両者とも口縁部の破片である。口縁

端部は、外側に折り曲げて成形されており、口縁部には波状文が施されている。その他、須恵器の奏片やロクロ土

師器片を含め土器片が数点ずつと鉄製品の可能性のある小片が 1点出上している。第 4層からはロクロ土師器の

D-1郭 (同図4)が出土している。D-1郭は底部が平底で、体部がやや直線的に外傾する。底部には糸切の痕跡が見
られる。体部下方は手持ちヘラケズリにより調整が施され、内面にはミガキが施されている。第 5層からは須恵器

のE…24長頸瓶 (同図 7)、 E-27フ ラスコ形長顕瓶 (同図 8)、 鉄製品のNa‐ 1馬具 (写真図版24-5)、 Na-2不明鉄製品

(同写真図版 6)が出土している。E-27フ ラスコ形長頸瓶は体部片である。外面には、深緑色の自然釉がかかって
いる。胎土は混合物がなく均質で滑らかであり、灰白色を呈している。E-24長頚瓶は2点の破片であるが、胎土や

自然釉の色が近似しているため、同一個体と判断した。肩部が張るタイプのものである。Na-1馬具はX線写真の観

察の結果、幅 5～ 7mmの鉄棒により環状部と基部を形成する金具と幅 8mm程の鉄棒が組み合っている状態であっ

た。環状部をもつ金具は長さ7.8cm、 環状部の最大幅5.6cm、 基部先端の幅2.8cmを 測る (註 5)。 組み合う鉄棒は

長さ6.3cmであり、金具の環状部を貫通する形でほぼ直角に屈曲している様子が窺える。また側面の写真の観察か

ら、この鉄棒を折り曲げることで金具の基部に固定していると思われる (同写真図版5c)。 このような金具の形状

から、鞍に取り付けられる鞍金具である可能性が考えられる。その他、ロクロ土師器のD-2郭や須恵器奏の体部片

2点、土器小片 3点が出土している。第 6層からは、多くの遺物が比較的良好な残存状況で出土している。非ロク

ロ土師器のC-1郭は内外面に黒色処理を施されている (同図 9)。 丸底風の底部で、底部と体部の境界は緩やかに湾

曲する。体部はほぼ垂直に立ち上がり、日縁端部はわずかに外側に開く。底部と体部の両面にミガキ調整が、日縁

部にはヨコナデが施されている。須恵器のE-20平瓶は日縁部片である (同図10)。 頸部は直線的に外傾し、日縁端

部は内側に屈曲する。E-29平瓶も日縁部片であり、頸部が外反するものである (同図11)。 E-21は提瓶と考えられ

る (第34図 1)。 破片は5点あり (写真図版25-1)、 それぞれは接合しないが、胎土や色調から同一個体と考えられ

る。破片aは提瓶の把手であり、下向きの鈎針状を呈する。破片eは体部の中央にあたる部分と考えられる。外面に

は体部中央から幅の細かい同心円状のカキメが施されている。内面にはユビオサエの痕跡が見られる。破片cは右

端部で湾曲が急になっている。カキメの方向などの様相から破片は体側部であり、右端部が平坦面への傾斜変換部

であると考えられる。E-19フ ラスコ形長頸瓶は体部と口縁部の一部を欠くが、器形の全体を把握できる (同図 2)。

器壁が 2～ 3mmと 薄い部分があるにも関わらず、全体が焼き締まっており丈夫な作りである。外面には、日縁部

から体部にかけて深緑色の自然釉が厚めにかかっている。また体部下部には、焼台が貝占りついた痕跡が見られる。

体部は球形に近く、製作時の底部は体部の左側に位置し、粘土を引き上げた後、円盤状の粘土板によって閉塞され

て成形されていることが分かる (同図 2b)。 顕部は体部の中央を参Jり 抜き、別作 りのものを接合している。外面

には2本の沈線が施されている。頸部の形状は体部との接合部の直上でやや内湾し、そこからほぼ直線的に外傾す

る。E‐31壷は完形品である (同図 3)。 全体は青灰色を呈しており、外面には日縁部から体下部の回転ヘラケズリ

の直上までの範囲に、横方向の細かいカキメが施されている。しかし肩部は灰がかかっているため、カキメは明瞭

に観察できない。体部と肩部の境界に 1条の沈線、その直下にもう1条の沈線が廻っている。底部は回転ヘラケズ
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層位 色 調 土 質 備 考

前庭部

1 10YR3/3 贈褐色 砂質シル ト 白色シル ト粒多量、礫 (b2～ 5cm)少量
2 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト え化物ブロック、小礫 (01～ 2cm)やや多量、自色シルト粒少量

3 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 炭化物プロック多量、明黄褐色 (10YR7/6)シ ルト粒少量

10YR76 褐色 砂質シルト 天白色火山灰ブロック (φ 2～ 3cm)を 下部に含む、炭化物粒微量

10YR4た  褐色 砂質シル ト え白色火山灰粒 (ゆ 3～ 51m)を 上部に含む、炭化物粒微量

5 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 炭化物プロック微量、自色シル ト粒、小礫 (φ 2～ 3cm)少量
6 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト マンガン粒やや多量、白色シル ト粒少量

7 10YR5/4 にぶい責褐色 粘土質シル ト え化物粒微量、明黄褐色 (10YR6/8)砂 質シル ト粒少量

8 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 炭化物ブロック、明黄褐色 (10YR6/8)砂 質ンルト粒微量

9
10YR3れ  暗褐色 粘土質シル ト

土質の異なるブロックの混合、炭化物粒微量
10YR4/6 褐色 砂質シルト

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 明黄褐色 (10YR6/8)砂 質シルト粒微量 SDl堆積土
11 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト マンガン粒、明黄褐色 (10YR78)砂質シル ト粒少量、10層 より明るい SDl堆積土
10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト ら色 (10YR4/4)砂 質シルトプロック多量

10YR3れ  階褐色 砂質シル ト 褐色 (10YR4/4)砂 質ンル トブロック極多量

14 10YR3/3 暗褐色 粘上質シル ト 白色シル ト粒少量、黄褐色 (10YR5/6)シ ル トプロック下部に少量

15a
10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト

上質の異なるプロックの混合、東都下部では互層状に堆積
10YR5/6 黄掲色 砂質シル ト

10YR3/3 暗掲色 粘土質シルト
15a層 に比べ、黄褐色砂質シルトの割合が多い、■層ブロックやや多逗

10YR5/6 黄褐色 砂質ンル ト

15c
10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト

黄褐色砂質シルトの割合が多ヽ
10YR5/6 黄褐色 砂質シル ト

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト
暗褐色粘土質シルトの割合が多い、しまりが強い

101rR5/6 黄褐色 砂質シル ト

層位 色 調 土  質 備 考

基本層

I 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト え化物少量、マンガン粒やや多量、白色シルト粒多量、大小の礫を含む、現代耕作土か

肛 10YR5/6 黄褐色 砂質シル ト 掲色 (10YR4/4)粘 土を多量に含む

] 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト しまりが強い、褐色 (10YR76)粘 土質シルトプロック少量、小礫 (ゅ 2～ lCttm)やや多迎

W 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 大小の礫を極多量に含む

墳丘積土

A
10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト

土質の異なるブロックの混合、マンガンlifや や多量
10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト

B 10YR5/6 黄褐色 砂質シル ト マンガン粒少量

C 10YR4れ  褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック多量

前庭部

10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 炭化物プロック微量、酸化鉄粒少量、マンガン粒多量、明黄褐色 (10YR6/6)シ ルト粒やや多握

b 10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 炭化物粒少量、マンガン粒、自色シル ト粒やや多量

10YR2/2 黒褐色 シルト質粘土 後化鉄少量、マンガン粒、自色シル ト粒やや多量

d 10YR3/4 暗褐色 粘土 マンガン粒多量、酸化鉄、自色ンル ト粒やや多量、小礫 (b2～ 3cm)少量

SD2

1 10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 炭化物泣微量、マンガン粒やや多量

2 10YR3/2 黒褐色 粘土 炭化物粒少量、マンガン粒やや多量、黄橙色 (10YR7/8)砂 質シルトブロック、白色シルト粒微量

3 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土 マンガン粒少量

10YR2/3 黒褐色 粘土 炭化助アロック、マンガンItやや多量、にぶい貨澄色 (10YR7/3)シ ルト匙多畳、黄捨色 (10釈 y6)砂質シルトアロック微量

| 10YR2/1 黒色 粘土 炭化物粒微量

第30図 法領塚古墳断面図 (S=1/50)
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りによって丁寧に調整されており、ほぼ平底を呈する。底部と体部の境界は緩やかな曲線を描き、体部は垂直気味

に立ち上がる。肩部には明瞭な屈曲を持ち、直線的に内側に伸び、頸部との接合部に至る。頸部は直線的に外傾し

て口縁部に至る形態である。出土状況については、南北方向のトレンチの南端付近で横位で検出された。付近から

はC-1必やE-5須恵器片も出土している (第 31図、写真図版23-1)。 E-33横瓶は体部の外面には平行タタキロ、内面

には青海波文の当て具痕が認められる (第35図 1)。 体部に比して頸部と口縁部が小さい①頸部には波状文が廻る。

日縁端部の断面は、長方形を呈している。出土状況について、SDl溝跡が撹乱に削平される境界部からまとまって

出土している。E-20平瓶も同地点から折り重なる状態で出土している (第32図、写真図版23-2、 3)。 E-51ま E-33横

瓶と法量や端部の形状が類似することから、同様の器種と考えられる (第35図 2)。 その他、非ロクロ土師器のC-3

養など土師器甕の小片が多数、須恵器奏の小片が 2点出上している。また、鉄製品の可能性のある小片が 1点出土

している。また、第 9層から土師器郭の小片 1点、第H層から土師器小片 1点が出土している。

また試掘調査の時に出土したため、詳細な出土層位が不明であるが、第 4層以下から須恵器奏が出土している。

E‐32奏は体部外面に平行タタキの後、横方向にカキメが一定間隔で施されている (同図 3)。 内面には青海波文の

当て具痕が見られ、頸部外面には波状文が施される。その他、奏の体部片が 4点出土しており、うち 1点 には鉱津

が付着している。

前庭部南部の堆積土出土遺物としては、d層から須恵器のE-3甕が出土したほか、内面黒色処理されたロクロ土師

器郭片 2点、土師器甕の小片数点、須恵器奏の体部片 2点、鉄製品の可能性のある小片が 1点出土している。

(2)SD2溝跡出土遺物

第 2層からは須恵器のE-10秦 (第36図 1)が出土したほか、土器小片が 2点出上している。第 3層からはロクロ

土師器郭の小片が出土している。第 4層からは須恵器のE-23提瓶が出土している (同図 2)。 頸部から体部にかけ

て深緑色の自然釉がかかる。胎土は灰白色を呈し、混合物はほとんどなく均質である。体部正面の形状はほぼ円形

であり、側面観はやや扁平である。体部から肩部にかけては放射状のカキメ、体部中央には同心円状のカキメが施

されている。体都中央部の内面には、成形時の粘土円盤の痕跡が見られる。頸部外面には2条の沈線が施されてい

る。日縁端部は欠けているが、すぐに収束するもので、頸部は体部に比して短い。第 5層からはE‐28須恵器が出土

している (同図 3)。 これは甕の体部破片と比べて器壁が薄いことから、須恵器横瓶の体部破片と考えられる。外

面は平行タタキロの後カキメが施されている。その他、第 5層からは鉱津が 1点出土している。

(3)その他の出土遺物

調査区内には撹乱が複数あり、遺構や墳丘が大きく削平されており、これらの撹乱中からも多くの遺物が出土し

た。G-1平瓦 (第37図 1)のほか、須恵器の長頸瓶の頸部片が出土している。E-1奏 (同図4)な ど須恵器の発片、

土師器片が多数を占め、縄文晩期の大洞Cl式のA‐ 1浅鉢 (同図 2)も 出土している。また、E-30須恵器は内面に自

然釉の塊が接着していることから、瓶類の底部と考えられる (同図 3)。 その他、C-2非ロクロ土師器の小片が出土

している。郭か蓋の破片であり、漆が付着していた。

(4)第 1次調査出土遺物

第 1次調査出土遺物については、遺物カード、ネーミングでは「玄室」、「玄門外」などと記載されており、大別

して玄室内と玄室外に区分される。玄室外出土遺物は、羨道出土遺物である可能性が考えられる。

玄室外出土遺物

F-1丸瓦は凹面に布目痕が認められる (同図 6)。 第 1次調査報告では出土した布目瓦片について、「筒瓦の破片

一点」と記載されている (註 6)。 今回の再整理では他に丸瓦片が認められず、このF-1丸瓦が記載されたものと思

われる。遺物カードには「前庭」と記載されており、羨道部出土遺物であろう。須恵器のE-40、 E‐15、 E-38、 E-16

奏は頸部片であり、沈線によって区画された中に波状文が穏やかな曲線で描かれている (同図 7～ 10)。 波状文
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第31図 前庭部北部遺物出土状況 (S=1/20)
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第32図 E-33横瓶出土状況 (S=1/20)

は3～ 4本単位であり、法領塚古墳から出土した須恵器甕の頸部のほとんどに同様の波状文と沈線が施されてい

る。E-40奏 は第 1次調査報告の図版第17-8で写真が掲載されている。E‐38甕は図版第17-6で写真が掲載されている。

E-16奏 は、図版第17-5で掲載されたE-11奏 (第 39図 1)と 同一個体の破片として、『仙台市博物館調査研究報告」 7

において掲載されている。両者は胎土や調整が類似しているが、今回は別個体として掲載している。

玄室出土遺物

須恵器のE-26長頸瓶は頸部片である (第38図 3)。 灰白色を呈しており、焼成は不良である。器形は外反しなが

ら立ち上がる。E-13甕 は口縁部片である (同図 5)。 端部は外側に発達せず、断面は長方形を呈している。E-11、

E-12、 E-18奏 は口縁部、頸部片である (第39図 1～ 3)。 E-11、 E-12奏 は共に頸部の装飾について、玄室外出土の

奏の頸部と同様である。E-18甕 は細かい櫛目を一定間隔で平行に刻んだ文様が施されている。これを挟むように、

上下2条ずつの沈線が廻っている。このような装飾を施したものは他に認められず特徴的である。

V。 まとめ

今回の調査では、墳丘の規模、形態、また年代等について新たな知見が得られた。まず墳丘の規模について、従

来は直径約32mの円墳と推定されていたが、今回の調査の結果、直径約55mの 円墳であることが明らかとなった。

墳丘の築造方法についての詳細は、上述した仙台市文化財調査報告書第393集に譲るが、現況からの推定では上段、

下段からなる二段築成の円墳の可能性が高い。

法領塚古墳の埋葬施設は南側に開口する横穴式石室である。その構造について、第 1次調査時の見解では玄室の

前に短い前庭部が付属するものとされている。しかし今回の調査では、さらに南側に通路状の遺構が検出された。

第 1次調査で「前庭部」とされた部分は南端で約20cmの段差を形成し、今回検出された遺構へ続いている。その

ため、第 1次調査の「前庭部」が羨道部、今回検出された施設が前庭部にあたると考えられる。

前庭部の規模について、境界が明確に判別できた西肩部で長さ約12.2mであるが、中軸線と墳丘裾部の復元想定



ラインとの合流点までの推定中軸長は約13mである。また、東肩部は南部の残存状況が悪く不明瞭であるが、中軸

線から線対称の位置に復元した場合、南端部での東西幅は約48mと なり、南方へ向けて前庭部が開いていく様子

が想定できる。

さらに前庭部と一連の遺構と考えられるSDl溝跡に関しては、掘方埋土である第15層上面で形成されているため、

一連の施設が機能していた時に同時に機能したものと考えられる。また前庭部底面と同様、南へ緩やかに傾斜して

おり、排水溝としての機能が想定される。

次に個別の須恵器の検討を行った上で、古墳の築造年代について検討する。

提瓶 E…21提瓶 (第34図 1)については、県内では類例が見られない。他地域の事例としては、福島県河沼郡会津

坂下町の樋渡台畑遺跡A区 16号住居跡で出土した提瓶が挙げられる (註 7)。 把手の形状は若干異なるものの、鈎

針状を呈する点やカキメ調整に共通性が認められる。このような器形は、陶邑窯では近つ飛£博編年Ⅱ型式 4、 5

段階に認められる (註 8)。 E-23提瓶 (第36図 2)は東海産須恵器の特徴と照合させると、全体の器壁の薄さや色

調、胎土などから静岡県湖西窯産の可能性が高い。口縁端部は久損しているものの、頸部の作りや器形は湖西窯の

ものと酷似している。県内での湖西窯産の提瓶の出土例は、体部器形が球形に近く、環状把手が付 くものが大崎市

三本木に所在する坂本館山横穴墓と宮城郡利府町に所在する道安寺横穴墓から出土しており、両者とも7世紀前葉

頃のものと考えられている。これらと比較すると、E-23提瓶のように扁平な体部の器形のものは、型式的に古い段

階にあたり、県内では他に例がない。これと類似するものは、静岡県浜松市地蔵平A62号墳出土提瓶がある (註 9)。

湖西窯産須恵器の編年では、 6世紀末葉と考えられる (註 10)。

フラスコ形長頸瓶 E-27フ ラスコ形長頸瓶は器形や胎土等の特徴から湖西窯産と考えられる (第33図 8)。 破片資

料であるため、年代は限定し難いが、型式的に7世紀中葉から末頃の形態と考えられる。E‐19フ ラスコ形長頚瓶は

器形や胎土等の特徴から、愛知県猿投窯産のものと考えられる (第34図 2)。 仙台市内では善応寺横穴墓20号、23

号墓で確認されており、 7世紀代と考えられる。

長頸瓶 E-24長頸瓶は器形や胎土等の特徴から、湖西窯産と考えられる (第33図 7)。 肩部に明瞭な稜をもつ器形

から、 8世紀前葉の年代が考えられる。

重 E‐31壺については、丁寧な作 りで焼成も良いこと、体部から口縁部までカキメ調整を施し、 2本の沈線を廻ら

す点に高い装飾性がみられ、副葬品としての要素が強い (第34図 3)。 時期を限定することは難しいが、 7世紀代

に収まるものと想定される。

横瓶 横瓶の出土例は仙台平野周辺では極めて少ない。福島県南相馬市善光寺 1号窯で出土している横瓶には、頸

部に細密な2条の波状文のほかに、日縁部外面にも細密な波状文を施している (註11)。 この横瓶は近つ飛 `鳥博編

年Ⅱ型式 5段階古 :7世紀初頭であり (註 12)、 法領塚古墳出土のE‐33横瓶 (第 35図 1)は、それよりも型式的に

新しいと考えられることから、近つ飛鳥博編年Ⅱ型式 5段階新と想定しておきたい。年代としては、 7世紀前葉で

もその前半にあたる。

甕 法領塚古墳から出土した奏の回縁部の文様は、 2条 1組の沈線による文様帯区画に波状文を施すものが大半を

占める。この甕については、沼向遺跡第 4～34次調査報告書の総括文中で触れられている (註 13)。 沼向遺跡では、

⑥Bl期前半 (近つ飛鳥博編年Ⅱ型式 5段階古 :7世紀初頭)の養には、外側に肥厚した日縁に沈線状の凹みによっ

て作り出した突帯が認められるが、法領塚古墳の発にはこのような特徴がなく、単純な形態となっている。頸部の

文様について見てみると、2条 1組の沈線による文様帯区画は共通しているが、波状文の形状が沼向遺跡⑥Bl期

前半の奏よりも雑である。このような特徴から、近つ飛鳥博編年Ⅱ型式 5段階新に位置付けられている。またE-32

奏については、頚部が他より短く、4条 1組の比較的緩やかな波状文が 1列廻らされているのみである (同図 3)。

器形は器高に対し横幅が広く、扁平な形態を呈している。口縁部形態は他の奏と同様であるが、頸部が短いことや



波状文の施文状況など新しい要素が認められる。年代的には他の奏と同様、近つ飛鳥博編年Ⅱ型式 5段階新に位置

付けられ、より新しい要素が認められることに注意しておきたい。

これらの須恵器の出土状態について、前庭部の第 6層で比較的まとまって出土したもの以外は一部の破片しかな

いものが多 く、同一個体の破片でも出土地点が離れているものが認められる。第 6層で出土した完形品のE‐31壷 に

ついても、前庭部底面との間に堆積土が認められ、古墳に関わる埋葬行為、儀礼の当時の原位置を示すものではな

い。第 5層からは、遺物の性格上本来副葬品であったと考えられるNa-1馬 具が出土しており、少なくとも今回出土

した遺物の一部は、副葬品として納められていたものが二次的移動を伴って出土したものと考えられる。また、墓

前祭祀を積極的に示す痕跡は認められなかった。

古墳築造の時期について、第 2次調査では前庭部第 6層出土須恵器が近つ飛蔦博編年Ⅱ型式 4～ 5段階の幅をも

つが、時期を限定できるE-4、 E-6奏、E‐33横瓶はⅡ型式 5段階新である。第 1次調査においても、玄室出土遺物の

中で最も古い須恵器がE-11、 E‐12奏で、 H型式 5段階新であることから、古墳の築造年代は 7世紀前葉でもその前

半にあたると推定される。また、E…24長頸瓶は破片資料であるが、明らかに古墳の埋葬、儀礼に関わる遺物であり、

8世紀前葉まで古墳 としての機能が維持されていた可能性が考えられる。なお、古墳とは直接関連しないSD2溝跡

から出土したE-23提瓶は、この遺跡の年代幅を示すと理解しておきたい。

註1 仙台市教育委員会1972『仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書』

註2 大浮正己氏が分析を行い大陸産の可能性があることを指摘し (大澤1990)、 仙台市史の考古資料編において、「移入品であること

が判明し」たとされている (工藤1995)。

註3 付表の遺跡の立地に関しては、仙台市文化財調査報告書第360集 に掲載されている微地形分類図を参考にした。

註4 第28図において、輪郭の線が細いものが第1次調査の図面と整合しなかった礫である。
註5 鉄製品の数値については、X線写真を基に計測した数値であり、今後変更する可能性がある。

註6 前掲p8

註7『樋渡台畑遺跡』会津坂下町文化財調査報告書第17集

註8『年代のものさし―陶邑の須恵器―』大阪府立近つ飛鳥博物館図録40

註9 浜松市博物館1992『有玉西土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』下

註10 袋井市教育委員会の松井―明氏の御教示による。

註■ 『国道■3号バイパス遺跡調査報告』Ⅳ 福島県文化財調査報告書第192集
註12『沼向遺跡第4～ 34次調査』(仙台市教育委員会2010b)の総括による。

註13 註12に同じ。
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0                 2cm
S=1/2 -― - 1～ 3、 5～ 6、 8

0                       10cm
S=1/3                         4、  7、 9～ 11

Ncl 登録No 法量 (cm) 写真図版

1 E25 前庭部 1擢 不明 外面 :ロ クロナデ ー部に釉 内面 :ロ クロナデ 24 ]

2 E35 前庭部 3層 須恵器・養 不明 外面 :ロ クロナデ→波状文あり 内面 〔ロクロナデ 胎土 :自砂粒、石英含む 焼成 〔良
3 E34 前庭部 3層 須恵器 奏 不明

4 D■ 前庭部 4層 ロクロ土師器 跡 (底径)56
外面 :ロ クロナデ (磨耗)→一部ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理
底面 :回転糸切 り→一部ヘラケズリあ り 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良

242

5 E2 訂庭部・d層 下明 21・面 :ロ クロナデ→渡状文あり 内面 :ロ クロナデ 胎土 :秒 ht、 石英含む 焼成 i良
6 E3 打庭部・d層 質恵器・甕 不明 91・面 :ロ クロナデ 波状文あり 内面 :ロ クロナデ 胎土 !石英、砂粒含む 焼成 :良
E24 ■庭部 5層 須恵器 長顕瓶 (口径)106(肩 部幅)184 7r面 :ロ クロナデ 自然釉 内面 :ロ クロナデ 243

8 E>27 イ庭部 5層 須恵器 フラスコ形長要錦 不明 Ⅲ面 :ロ クロナデ ー部回転ケズリ 破片上半部に自然釉 内面 :ロ クロナデ 湖西窯産 244

9 1 打庭部 6層 非ロクロ土師器・郷 器高4 日径18
外面 :口縁 ヨコナデ→ヘラミガキ 体部ヘラミガキ、黒色処理
内面 :日縁 ヨヨナデ 体部ヘラミガキ、黒色処理 胎土 :砂粒、石英 焼成 :良

247

E20 オ庭部 6層 質恵器 平瓶 日径7B 71・面 :ロ クロナデ ー部灰かぶ り 内面 :ロ クロナデ ー部灰かぶ り 248

11 E29 日径86 ホ面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ 249

第33図 前庭部出土遺物 1
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0                 5cm
S=1/2                4、  5、 6

0                       10cm
S=1/3                    1-3、  7

登録No 遺構  層位 種別 器種 法量 (cm) 調整・特徴 写真図版

l Eワ I 前庭部 6尼 贋恵器 提瓶 不明 外面 :ロ クロナデ→カキメ (同心円状に入れる)内 面 :ロ クロナデ 中心部オサエメ 25-1

2 諦庭部  6層 買恵器 フラスコ形長要ね 本部径 144 内面 :ロ クロナデ 閉塞円盤内側はユビオサエ

3 前庭部 6層 須恵器 壼 器高135 日径73 底径33
外面 :ロ クロナデ ロ縁部、頚部、肩部、体部にカキメ 体部に 2条の沈線あり 体下部～底
部に回転ケズリ 肩部のほとんどに灰 内面 :ロ クロナデ 底部切 り離し不明→回転ケズリ

25ワ

4 E-4 前庭部 6層 須恵器 奏 不明 外面 :ロ クロナデ→波状文、沈線あり 内面 :ロ クロナデ 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良

5 E>7 前庭部  6層 須恵器 奏 下明
外面 :ロ クロナデー波状文、沈線あリ ヘラナデあ り 内面 :ロ クロナデ
胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良

25望

6 E>9 前庭言[ 6層 須恵器 翼 不明
外面 :ロ クロナデ→波状文、沈線あ り 内面 :ロ クロナデ
胎土 :石英、砂粒、小石粒含む 焼成 :良

7 E6 打庭言Б 6尾 須恵器 奏 下明
外面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデー頸部ユピナデ、体部当て具●R跡
胎土 :秒粒、石英含む 焼成 :良

第34図 前庭部出土遺物 2(6層 出土 )
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No 登tRNo 遺構 =層位 種別 器種 法量 (cm) 調整 特徴 写真図版

ユ E33 前庭部 6層 須恵器・横瓶 器高324 回径 133
外面 :日縁部ロクロナデ 波状文あり 体部ハケメ カキメ
内面 :日縁部ロクロナデ 体部当て具痕 胎土 :石英粒、砂粒、23mmの 小石少量含む 焼成 :やや良

25ユ

2 至>5 諦庭部 6層 買恵器・横瓶 ? (口径 )132 舛面 :ロ クロナデ→波状文あ り 内面 :ロ クロナデ 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良 257

3 E32
以下

須恵器・奏 口径 228
外面 :日縁 ロクロナデ、波状文あ り 体部ハケメ→カキメ、ナデ
内面 :口縁ロクロナデ 体部当て具痕跡 胎土 :砂泣、石英含む 焼成 :良

26ワ

第35図 前庭部出土遺物 3
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No 登録No 法量 調軽・特徴 写真図版

1 E10 SD2 2層 須恵器 菱 不明 十面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ 胎土 :砂粒、石英含む 焼成 :良 27-1

E23 SD2・ 2、 4層 須恵器・提瓶 不 明
外面 :ロ クロナデ、体都中央 同心円カキメ、体部～肩部 放射状カキメ、深緑色目然釉、

頸部 沈線 2粂  内面 :ロ クロナデ 湖西窯産 肩部欠損のため、側面図掲載不可
272

3 E28 SD2 5層  前庭部・d層 不 明 l■面 :平行タタキ→カキメ 内面 :ロ クロナデ 他同一個体 1点あ り 273

第36図 SD2溝跡出土遺物
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No 登録No 遺構  層位 法量 (cm) 調整 特徴 写真図版
1 G■ カクラン 平瓦 厚26 凹面 :布 目痕 凸面 :縄 タタキ痕 側面 :ヘ ラケズリ→沈線あ り 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :やや良 27望

2 A‐ 1 カクラン 縄文土器 浅鉢 不 明 外面:I沢縄文→ ミガキ (磨消)内 面 :ミ ガキ 胎土 :砂粒、石英含む 焼成 :良 27も

3 E30 層位不明 須恵器・平瓶? 不 明 /1・面 :切 り離し不明 回転ケズリ 内面 :ロ クロナデ 釉が多くかかっている
El 層位不明 須恵器 霊 不 明 ll・面ロクロナデ→波状文あ り 内面 :ロ クロナデ 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良

5 E‐36 暮位不明 須恵器 甕 不 明 /1・面 iロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良
6 F-1 前庭部 J 丸瓦 最大厚17 」面 :布 目痕 端にヘラケズリ 凸面 :縄タタキ→ヘラナデ 指圧痕あり 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良 2″6

E‐40 玄門前 J 須恵器 甕 不明 rI・面 :ロ クロナデ→波状文、沈線あ り 内面 :ロ クロナデ 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良
8 E15 玄門外」 須恵器 箋 不明 ホ面 :ロ クロナデー波状文、沈線あり 内面 :ロ クロナデ 胎土 :石英、砂粒含む 駐成 :やや良
9 E38 玄門前」 須恵器 墾 不明 外面 :ロ クロナデ→波状文、沈線あ り 内面 :ロ クロナデ 胎土 〔石英、砂粒含む 焼成 :良
E116 玄門外 須恵器 甕 不明 外面 :ロ クロナデ→波状文、沈線あリ タタキ痕あり 内面 :ロ クロナデ 胎土 :砂粒、石英含む 焼成 :良 277

第37図 出土遺物 (6～ 10…第 1次調査)
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No 登録1的 遺構・層位 種別 。希種 法量 (cm) 調整 特徴 写真図版

1 玄室」,「玄室内床面 平瓦 最大厚30 」面 :布 目痕 端部ヘラケズリ 凸面 :縄タタキ痕 側面 :ヘラケズリ 胎土 !石英、砂粒含む 焼成 :良 28-1

2 G望 玄室」 平瓦 最大厚 18 山面 :布 目痕 側面 :ヘ ラケズリ 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良

3 ジ 6 玄室」 質恵器 長顕瓶 不明 琳面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ 焼成が不十分で灰自色を呈している

4 玄室卜「玄室月塞石 平瓦 最大厚21 凹面 :布 目痕 凸面 !縄タタキ痕 一部ヘラナデあり 胎土 :石英、秒粒含む 焼成 :やや良 28-4

5 玄室 J 須恵器 菱 不明 外面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良

6 玄室」 須恵器 奏 本明 外面 :ロ クロナデ→波状文、沈線あ り 内面 :ロ クロナデ 胎土 :砂粒、石英含む 焼成 :良

第38図 玄室出土遺物 (第 1次調査 )
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登録No 遺構 層位 種別 静種 法量 (cm) 写真図版

1 E-11 「玄門内側」 須恵器・養 残存長98cm 外面 :ロクロナデ→波状文、沈線あり 内面 :ロ クロナテ→一部ヘラナデ' 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良
2 玄室 J 不明 外面 :ロ クロナデ→波状文、沈線あり 内面 :ロ クロナデ 胎土 〔石英、砂粒、小石粒含む 焼成 :良
3 玄室 J 須恵器・甕 不明 外面 :ロ クロナデ→沈繰あ リ ハケメ狼模様 胎土 :石英、砂粒含む 焼成 :良 28-5

4 E17 「玄室」 須恵器 羹 不明 十面 :ロ クロナデ タタキ痕あ 内面 i顔部ロクロナデ‐ヘラナデ 体部当て員痕訴 胎土 !砂粒、石英含む 焼成 :良 286

5 E37 出土地点不明 須恵器 壷 (肩部幅)156 外面 〔ロクロナデ 内面 :ロ クロナデ 287

6 隧 2 」土地点不明 不明 外面 :ロ クロナデ 内面 :ロ クロナデ 28お

第39図 第 1次調査出土遺物



1.前庭部調査状況 (南から)

2.前庭部調査状況 (南から)

写真図版17 前庭部



前庭部全景 (南東から)

2.前庭部出土遺物

写真図版18 前庭部と出土遺物



1,SD2検出状況 (南から)

2 前庭部西端と墳丘裾の接続部 (南 から)

3.前庭部西側墳丘裾検出状況 (南東から)

写真図版19 前庭部南端



1.前庭部礫検出状況 (南から)

2.玄室 (南から)

写真図版20 玄室前調査状況

3.羨道礫検出状況 (南東から)



1.前庭部断面 (南から)

2.調査区南壁断面 3.前庭部掘方断面 (北から)

写真図版21 前庭部東西断面



1 前庭部北部断面 (南西から)

2 前庭部中央部断面 (西から)

写真図版22 前庭部南北断面

3.前庭部南端部断面 (西から)



1.C‐ llTk o E‐ 31壷出土状況 (南から)

2.E‐33横瓶出土状況 (南から)

3.E‐33横瓶・E‐20平瓶出土状況 (東から)

写真図版23 遺物出土状況
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写真図版24 前庭部出土遺物 (縮尺は図と同一、 5、 6… 1/2)



2(E-31)Ａ

くＥ・２．，
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写真図版25 前庭部 6層出土遺物 (縮尺は図と同一)



写真図版26 前庭部出土遺物 (縮尺は図と同一)



5a(A-1)

4a(G-1)

6a(F-1)

写真図版27 出土遺物 (6・ 71よ第 1次調査時に出土 縮尺は図と同一)
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写真図版28 第 1次調査出土遺物 (縮尺は図と同一 )



第 5章 総 括

I.郡山遺跡
今年度の郡山遺跡の調査としては、個人住宅建築に伴う調査 (第201次、202次調査)や開発に伴う事前調査 (第

200次、203次調査)が行われた。本書に掲載した第203次調査では、 I期官行期の材木列が検出された。調査区の

制約上、詳細を明らかにすることはできなかったが、特徴的な遺物が出土している。胎土に鉱物が多く含まれる非

ロクロ土師器杯や、日縁部形態や焼成が特徴的な須恵器奏が出土したほか、須恵器のE-537長頸壺には台が付くも

のと考えられる。台付長顕壷の出土事例としては、多賀城市市川橋遺跡で栗囲式期の集落の区画溝と考えられてい

るSD6517溝跡から出土したものが挙げられ、佐藤隆氏の陶邑編年のⅣ古段階 :TK209型 式 (6世紀末～ 7世紀第

1四半期)にあたることが指摘されている (註 1)本例は体部下半のみ残存しており、詳細な検討はできないが、

これに近い時期の遺物と考えられる。本調査区の北西約80mに位置する第98次調査では、S11386竪穴住居跡のカマ

ドの構築土から須恵器のE-365高郭が出土している。この高イは杯部に細密な波状文が施されているが、市川橋遺

跡出土の台付長頸壺にも同様の波状文が施されている。また器形が類似するものとして、市川橋遺跡のSD6517溝

跡の西約450mの地点で検出された、SK6777大土坑から出土した長脚 2段スカシ入り高郭が挙げられる。郭部に波

状文は施されていないが、ロクロナデにより突線を作り出す技法や郭部の器形が類似している。この高郭は他の共

伴遺物と総合して考慮すると、同編年のⅣ古段階 :TK209型 式～Ⅳ中段階 :TK217型 式 (6世紀末葉～ 7世紀中頃)

にあたることが指摘されている。以上のことから、郡山遺跡出土のE-537長頸重やE-365高郭も概ね同時期と考えら

れる。このように、今回の調査地点の周囲では官行に先行する時期の遺物が出土しており、今後、郡山遺跡内にお

ける遺構も含めた当該期の様相について明らかにしていくことが重要である。

Ⅱ.大野田官衛遺跡
今年度は官衛の区画溝東辺部の調査を行った。調査区を3箇所設定し、いずれの調査区からも南北方向に縦走す

る溝跡が検出されている。2b区で検出されたSD50溝隊と2c区で検出されたSD60溝跡は、規模や断面形がほぼ一致

している。また、堆積土の大別層も全て姑応しており同一の溝跡と考えられる。両溝跡を結んだ主軸方向はN‐2～

3°―Wである。両溝跡については、当初の想定ライン上から検出されたこと、これまで検出された区画溝の規模と

一致することから、官行の区画溝東辺であると考えられる。また2a区のSD40溝跡については、ほぼ想定ライン上

で検出されているが、規模がSD50、 SD60溝跡と大きく異なっている。削平が及んでいない溝の下幅で比較すると、

SD50、 SD60溝跡が1.6～ 1.8mで あるのに対しSD40溝跡は30～40cmであり、南で検出された溝跡に比べ規模が小さ

くなっている。堆積上の状況については、SD40溝跡の最下層である第 4層 に、基本層由来と考えられる褐色の砂

質シルトがブロック状に多く含まれるほか、第 2層にも同様の砂質シルトが含まれることが特徴的である。SD50、

SD60溝跡において同様の砂質シルトが多く含まれる堆積土は、底面直上に堆積する第 8層のみである。溝跡の規

模だけでなく、地積環境においても差が生じていた可能性を指摘しておきたい。以上のような差異が挙げられる一

方、共通性も認められる。いずれの溝跡でも、堆積上の最上部に基本層のⅢ層が落ち込んでおり、比較的良好に

その堆積状況が確認できる。またSD40溝跡の方向はN‐2°―Wであり、SD50、 SD60溝跡の方向とほぼ一致している。

さらに各溝跡はほぼ同一直線上に位置していることから (第40図 )、 SD40溝跡も官衛の区画溝東辺であると考えら

れる。

なお、SD40溝跡は2a区の南端で西へ屈曲することが確認されている。調査区の制約上、T字状となり南へ延び

てSD50溝跡へ続くものなのか、L字状に折れるものなのかは確認できなかった。2a区は調査区設定当初から、官衛



を東西に横断するSD57溝跡との接続地点と想定されており、ほぼ想定通りの地点から屈曲部が検出されたことと

なる。屈曲部の規模が明らかでないため、今回の調査成果からはSD57溝跡と同一とは認定できないが、関連性を

考慮しつつ、今後周辺の調査を進める必要がある。

またSD40溝跡の底面は南から北へ向かって傾斜

しており、深くなっていく様子が窺える。そのため、

より北側では溝跡の規模が大きくなる可能性が考え

られる。但し、南側で検出されたSD50、 SD60溝跡

と同等の規模となるかは不明である。官行の区画溝

北部については、様相が明らかにされた調査事例が

少なく、未解明の部分が多い。今後の調査成果を

待って検討すべき課題である。

また今回の調査では、2a区で道路跡が検出されて

いる。遺構の時期を比定できる遺物は出土していな

いが、基本層との関係から若千検討を加えていく。

道路跡は新旧2時期確認されたが、2時期とも道路の

西側溝が基本層のⅢ層上面で検出されている。Ⅲ層

は灰白色火山灰を含む層であることから、少なくと

も10世紀初頭以後の遺構と考えられる。

また、2b区 ではSD46、 SD47溝跡が検出されて

いる。この 2本の溝跡は2a区 で検出されたSD36、

SD37溝跡と主軸方向が異なるものの規模や堆積土

が類似している。また、SD47溝跡がⅢ層上面で検

出されていることからも、SD46、 SD47溝跡はそれ

ぞれSD36、 SD37溝跡と同一の溝跡であり、道路の

東側溝として機能していた可能性が考えられる。な

おSD46溝跡はⅡ層上面で検出されており、SD47溝

跡も堆積土の状況により本来Ⅱ層上面から掘り込ま

れた可能性を第 3章Ⅲで指摘した。2a区ではⅡ層が

確認されていないが、2b区で検出された溝跡を道

路側溝の延長と考えると、道路跡は本来Ⅱ層上面で

形成されたことになる。このコ層についてはこれま

での大野田地区の調査において、上面から中世の遺

構が検出されている土層と対応している。

また大野田官衛遺跡の南方、大野田古墳群、王ノ

壇遺跡のこれまでの調査において道路跡が検出され

ている (第41図 )。 南西から北東方向へ延びる道路

跡であり、複数時期あることが確認されている。そ

の中には今回大野田官衡遺跡で検出された道路跡と

同様、両恨!に側溝をもち、その間で波板状凹凸が検
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第41図 大野田官衝還跡とこれまでの調査で検出された周辺の道路跡 (S=1/2500)



出される構造の道路跡も確認されている。これまでの調査で見つかった道路跡の年代については、出土遺物や検出

された基本層位の状況から13世紀後半から14世紀前半を中心とした年代が指摘されている。

以上を踏まえ、今回検出された道路跡の年代については、官行の区画溝より新しいこと、Ⅲ層上面で検出されて

おり、本来はⅡ層上面から掘り込まれた可能性があること、道路跡の様相が過去の調査で検出されたものと類似す

ることから、年代の幅はあるが古代末期以降から中世にかけての時期を中心とした年代を考えたい。

大野田官行遺跡の追加調査とした六反田遺跡7F-1区 の調査では、木棺墓が良好な状態で検出された。木棺は蓋部

が残存しており、その下方に位置する棺内の人骨や副葬品も比較的良好な状態で出土している。また、袋状掘り込

みが検出され、非ロクロ土師器の郭と壼が出土している。さらに、この木棺墓では銅鏡が副葬されている。銅鏡は

古墳時代の副葬品としての出土は仙台市内で 3例 日であり、今後文様が明らかにされた上でその性格を検討する必

要があろう。今後、周辺地域から出土した遺物も含め、他地域との関係やその影響を考えていくことが重要である。

Ⅲ。法領塚古墳

今回の調査では、古墳の構造について大きな成果を得ることができた。墳丘の直径が約55mであることが明らか

となり、現況からの推定で上段、下段からなる二段築成の円墳である可能性が高いと考えられる。このような墳丘

の構造は、周辺地域において古墳時代中期後半の主要な古墳で認められる。大野田地区では春日社古墳が挙げられ、

西方の丘陵裾部では裏町古墳や兜塚古墳 (註 2)が挙げられる。法領塚古墳の築造方法の系譜を考える上で注意し

ておきたい。

また法領塚古墳の南方約800mには南小泉遺跡の第22次調査地点が位置する。この調査では6世紀末葉の集落跡

の中の居住域が発見されている。この居住域は幅 7mの大溝で区画されており、南小泉型関東系土器も出土してい

る (註 3)。 また、この大溝SD3溝跡からは須恵器のE-29短頸重が出土している。この個体は胎土、焼成などの特

徴から湖西窯産と考えられており、報文中では脚付短頸壼の可能性が高いことが指摘されている。年代は6世紀末

葉であり、今回の法領塚古墳の調査で出土した須恵器のE-23提瓶と産地、時期が一致する。以上のことから、 6世

紀末葉における法領塚古墳に先行する湖西産須恵器の出土と南小泉遺跡第22次調査で確認された屋住域の関連性が

注目される。今後、法領塚古墳を築造した集団や南河ヽ泉遺跡の集落を構成していた集団の関連性を考慮しつつ、調

査、検討を行っていく必要がある。

また法領塚古墳の調査終了後、石室の現況を把握するためレーザー測量を行い、 3次元のデータを得ることがで

きた (第42図 )。 これらのデータを今後の保存、整備に活用し、市民に安全に公開できるような対策を講じていく

所存である (註 4)。

註 1『市川橋遺跡の調査』宮城県文化財調査報告書第218集

註 2 兜塚古墳は墳丘上段の調査が行われていないため、詳細な構造は不明であり、「少なくとも二段以上」という位置づけである (藤
りR1995、  1998)。

註 3 仙台市教育委員会1994、 2010b

註 4 レーザー測量の後、3月■日の東日本大震災により石室の一部が崩落する被害があり、石室の現況は第28図、第42図 と異なって
いる。
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調

1.主な広報・普及 。協力活動

査成果の普及と関連活動

2.調査指導委員会の開催

大野田官衛遺跡調査現地指導 平成22年 9月 1日 ・ 7日

平成22年度 郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会

平成23年 3月 4日 仙台市役所 2階第4委員会室
・平成22年度の調査成果について

'平成23年度の調査計画について

3.展示室の利用者

平成22年 4月～平成23年 3月    361名

年月日 行事名称 担当 主催

2010.  4. 14 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 森田 人本松市民センター

4. 19 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 森田 古代史の旅

6. 5 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 森田 歴史を学ぶ会

6. 18 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 森田 八本松市民センター

6. 25 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 森 田 東北大学文学部

7. 6 郡山遺跡展示室見学 佐藤 (正 ) 仙台市立東長町小学校

7. 13 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 森田・熊谷 中田中部町内会連合会婦人部

7. 20 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 森田・熊谷
太白区婦人防火クラブ連絡協

議会郡山支部

10, 8 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 熊谷 旭ヶ丘老壮大学

10, 27 郡山遺跡展示室・ピロティ見学 長島 岩切探訪の会

10. 29 郡山遺跡展示室・ピロテイ見学 整備活用係 ディスカバー太白 区内探訪会
JR小 さな旅 整備活用係 」R長町駅

，
Ｖ 郡山遺跡展示室見学 長島 南相馬市教育委員会

2011.  1. 18´ ヤ20 職場体験学習 佐藤 (正 ) 仙台市立人軒中学校 2年生

4. 8～
(毎月 8日 )

薬師堂手づくり市 整備活用係 薬師堂手づくり市実行委員会

展示室見学風景 薬師堂手づくり市
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